
八
二

シ

ェ
リ
ン
グ
『
自
由
論
』
再
考
（
二
）

－
自
由
と
、
地
し
の
世
界
1

森　
　
　
　
哲

区良

　本
稿
は
、
前
年
の
基
督
教
学
研
究
第
八
号
登
戴
の
拙
論
の
続
篇
で
あ
る
。
便
宜
上
、
予
め
全
体
の
概
要
を
記
し
て
お
く
。

　
「自
由
」
の
本
質
は
、
多
次
元
的
で
あ
る
。
例
え
ば
、
所
謂
「
宗
教
や
言
論
の
自
由
」
は
、
近
代
の
「
主
体
性
の
形
而
上
学
」
に
よ
る
「
人
間
」
概

念
に
基
づ
く
で
あ
ろ
う
が
、
し
か
し
、
自
由
と
い
う
こ
と
に
は
、
も
う
ひ
と
つ
別
の
次
元
、
即
ち
、
自
由
自
在
の
次
元
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

言
論
はあ
く
ま
で
人
間
の
自
由
で
あ
ろ
う
が
、
し
か
し
、
必
ず
し
も
言
葉
が
人
間
の
自
由
に
な
る
と
は
限
ら
な
い
。
却
っ
て
、
言
葉
の
根
源
的
不
如
意

性は
、
人
間
存
在
の
有
限
性
の
問
題
と
し
て
、
「
宗
教
」
の
本
質
に
も
深
く
通
底
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
「
宗
教
」
が
如
何
に
解
釈
さ
れ
よ
う
と
も
、

「宗
教
」
の
一
切
の
被
解
釈
性
を
超
え
て
、
云
わ
ば
、
解
釈
以
前
に
、
何
も
の
に
も
捉
わ
れ
ぬ
根
源
的
自
由
の
次
元
、
当
の
人
間
自
身
よ
り
も
更
に
古

く
根
源
的
な
自
在
性
の
次
元
（
朋
非
次
元
）
が
、
宗
教
の
根
本
本
質
に
属
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
9
こ
の
よ
う
な
次
元
1
《
自
由
が
人
間
の
も

の

でな
く
、
人
間
が
自
由
の
も
の
》
（
．
、
団
器
穿
Φ
謬
巳
o
耳
醸
鴨
ロ
ω
o
ゴ
帥
津
α
⑦
ω
竃
Φ
ロ
ω
o
げ
①
P
ω
8
α
霞
”
鱒
竃
⑦
昌
ω
o
び
国
茜
o
暮
ロ
昌
山
o
吋
周
H
o
旨
o
同
唆
．
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も
　
　
　
も

国
゜
置
）
で
あ
る
次
元
、
或
は
自
己
（
自
由
）
が
す
べ
て
で
あ
る
よ
り
も
、
却
っ
て
、
す
べ
て
が
自
己
（
自
由
）
で
あ
る
世
界
を
、
シ
ェ
リ
ン
グ
の
『
人
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

的自
由
の
本
質
』
に
於
い
て
、
《
地
》
の
問
題
と
し
て
考
え
て
み
た
い
。
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も
　
ヘ
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も

　
本稿
で
は
、
シ
ェ
リ
ソ
グ
『
自
由
論
陣
の
三
つ
の
主
題
、
即
ち
、
ひ
ー
）
序
論
に
於
け
る
汎
神
論
の
場
所
、
（
”
1
1
）
「
実
在
と
根
底
と
の
区
別
」
、
（
趙
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
グ
ル
ン
ト

盤
荊
底
」
（
q
5
0
q
唇
巳
）
、
こ
の
三
つ
に
通
底
す
る
《
O
旨
5
α
》
モ
チ
ー
フ
ー
「
存
在
の
根
拠
」
（
O
旨
o
ざ
o
q
一
〇
）
と
「
根
拠
の
存
在
」
（
↓
げ
8
ざ
o
q
圃
o
）
を
巡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

る
二
重
の
問
い
を
、
自
由
の
エ
レ
メ
ン
ト
、
及
び
《
地
》
（
O
旨
5
α
～
）
の
問
題
と
し
て
考
え
て
み
た
い
。
特
に
（
避
）
の
「
無
底
」
（
q
㌣
o
q
昌
口
臣
）
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
グ
ル
ン
ト

注目
す
べ
き
脱
同
一
的
な
《
O
民
§
α
》
克
服
モ
チ
ー
フ
が
窺
え
る
。

　
ひ
エ
）
の
「
場
所
」
と
は
、
端
的
た
云
え
ば
「
神
－
内
－
存
在
」
（
巨
・
0
9
け
あ
9
口
゜
団
゜
≦
H
偉
H
）
で
あ
り
、
汎
神
論
（
勺
暮
9
ω
ヨ
ロ
ω
”
O
o
客
凶
ω
け
≧
一
〇
ω
）



の

繋辞
（
囚
8
巳
即
）
に
於
け
る
「
存
在
」
と
「
根
拠
」
の
連
関
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
自
由
の
観
念
論
的
形
式
性
が
踏
み
超
え
ら
れ
、
有
名
な
「
意
欲
が

根
源
存在
で
あ
る
」
（
d
く
〇
一
一
〇
謬
　
随
け
ω
　
【
同
H
ω
Φ
剛
昌
　
用
ッ
゜
　
＜
目
同
　
◎
Q
q
O
）
と
い
う
根
本
命
題
と
共
に
、
「
人
間
的
自
由
」
の
新
し
い
概
念
（
「
善
と
悪
と
の
能
力
」
）
が

提
示さ
れ
る
。
〔
以
上
、
こ
こ
ま
で
が
前
年
八
号
の
拙
論
。
〕

（
”

1
1
）
「
実
存
」
は
「
自
己
啓
示
」
で
あ
り
、
同
時
に
、
「
創
造
」
で
あ
る
。
「
実
存
の
根
底
」
と
し
て
の
「
憧
憬
」
（
ω
o
巨
の
8
窪
）
の
元
初
的
動
性
に
「
対
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応す
る
」
（
0
9
あ
胃
0
9
0
巳
）
「
か
の
憧
憬
の
言
葉
」
の
解
釈
ー
人
間
の
存
在
（
言
葉
）
を
必
要
と
す
る
創
造
の
秘
義
1
を
通
し
て
、
ひ
ー
）
の
新
し
い
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こ
　
　
し
　
ろ

自
由
概
念
は
、
《
言
葉
が
自
由
の
可
能
性
で
あ
る
》
と
理
解
さ
れ
る
。
又
、
「
精
神
」
（
O
Φ
凶
ω
け
）
に
対
し
て
不
思
議
な
優
位
性
を
有
す
る
「
霊
魂
」
（
ω
。
9
0
＞

の

独自
の
包
越
性
〔
「
内
な
る
天
空
」
と
「
深
淵
」
（
諺
げ
・
o
q
旨
巳
）
を
も
含
む
如
き
〕
の
解
釈
に
よ
っ
て
、
「
無
底
」
の
《
O
建
巳
》
克
服
モ
チ
ー
フ
へ
の

連
関
が
開
か
れ
る
。
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（
0 1
●
－
）
コ
切
の
根
底
以
前
」
の
無
底
の
「
無
差
別
」
と
「
端
的
な
肯
定
」
（
愛
）
と
の
特
異
な
連
関
は
、
「
無
述
語
性
」
（
勺
感
α
貯
p
二
〇
ω
圃
o
q
犀
9
け
）
の
解
釈
に
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も

よ
っ
て
開
明
さ
れ
る
。
だ
が
、
そ
の
際
に
、
実
存
と
根
底
と
の
区
別
の
み
な
ら
ず
、
根
底
と
無
底
と
の
区
別
が
、
《
図
と
地
の
非
二
元
的
差
異
》
に
よ

っ

て
、
よ
り
深
く
理
解
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
実
存
（
A
）
と
根
底
（
B
）
は
、
図
（
A
）
と
そ
の
背
景
（
国
o
艮
臼
・
σ
q
旨
昌
α
鱒
背
後
の
根
底
B
）
に
対
応

す
る
が
、
無
底
と
し
て
の
《
地
》
は
、
A
で
も
B
で
も
な
く
（
≦
巴
o
ぐ
口
8
ゴ
）
、
総
和
で
も
な
く
、
A
と
B
を
超
え
な
が
ら
、
各
々
に
於
け
る
全
体
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
グ
ル
ン
ト
リ
ロ
　
ス

あ
る
。
地
な
し
に
図
は
な
い
。
地
な
し
の
図
自
体
の
存
在
は
《
晩
昌
巳
占
8
》
（
B
な
し
）
で
あ
る
。
図
は
既
に
《
地
－
図
》
で
あ
る
。
　
《
図
》
1
1
《
地
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図
》
北
《
地
》
。
で
は
、
図
な
し
の
地
は
有
る
か
。
《
地
》
自
体
は
、
言
詮
不
及
。
述
語
な
し
。
だ
が
、
ま
さ
し
く
、
こ
の
戸
無
述
語
性
」
の
只
中
に
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不
思議
な
転
換
が
あ
る
。
地
は
有
無
に
関
し
て
自
由
な
の
で
あ
る
。
地
は
、
図
に
の
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
地
は
自
己
な
き
も
の
と
し
て
、
徹
頭
微
尾
、

ヘ
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へ
　
　
　
し

図
の
た
め
に
の
み
存
在
す
る
。
図
を
図
と
し
て
目
立
た
せ
な
が
ら
、
自
己
自
身
を
隠
す
こ
と
が
、
地
の
本
質
な
の
で
あ
る
。
こ
の
地
の
構
造
は
、
驚
く

ほ
ど
、
言
葉
と
沈
黙
と
の
関
係
に
相
応
す
る
。
無
底
同
様
、
沈
黙
に
は
如
何
な
る
述
語
も
無
い
が
、
こ
の
無
述
語
性
は
、
一
瞬
に
し
て
、
一
切
の
言
葉

　
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ミ
　
　
も
　
　
も
　
　
へ

の根
源
的
開
始
性
（
諺
口
h
似
昌
σ
q
一
博
O
サ
犀
Φ
圃
け
）
へ
と
転
ぜ
ら
れ
う
る
。
（
五
）
で
見
た
如
く
、
人
間
的
自
由
の
可
能
性
は
言
葉
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
言
葉
に
は
、

更
に
、
無
底
的
な
沈
黙
の
地
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
言
葉
の
根
底
が
沈
黙
な
の
で
は
な
い
。
言
葉
の
無
底
こ
そ
が
、
沈
黙
な
の
で
あ
る
。
言
葉
の
底

が

脱け
て
こ
そ
言
葉
は
自
由
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
。
言
葉
に
於
け
る
人
間
的
自
由
、
即
ち
、
沈
黙
に
対
す
る
言
葉
の
優
位
は
、
地
と
し
て
の
沈
黙
自

身
の
求
め
る
と
こ
ろ
に
他
な
ら
な
い
。
地
の
隠
れ
た
る
顕
現
と
隠
れ
な
き
自
己
忘
却
性
は
、
「
愛
と
し
て
の
無
底
」
の
記
述
と
か
な
り
重
な
る
と
思
わ

れ
る
。
無
底
は
、
す
べ
て
を
呑
み
込
む
深
淵
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
、
一
切
の
も
の
の
表
へ
、
自
己
な
き
も
の
と
し
て
、
愛
と
し
て
現
前
す
る
。
コ

シ
ェ

リ
ン
グ
『
自
由
論
』
再
考
⇔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
三



八
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

切を
貫
き
な
が
ら
ど
こ
に
も
と
ど
ま
ら
ぬ
」
元
初
的
無
底
の
無
住
性
と
遍
在
性
が
、
根
源
的
自
由
の
地
な
の
で
あ
る
。

　
『自
由
論
』
は
、
シ
ェ
リ
ソ
グ
の
原
文
と
し
て
は
、
章
節
の
区
切
り
を
一
切
も
た
ず
、
4
9
の
段
落
か
ら
成
る
ひ
と
続
き
の
論
述
で
あ
る
。
　
〔
以
下
段

落
は
§
に
よ
っ
て
表
示
す
る
。
〕
本
文
中
か
ら
、
序
論
（
§
1
～
1
0
）
と
本
論
（
§
1
1
～
4
9
）
と
の
区
別
は
明
瞭
で
あ
る
が
、
本
論
の
区
分
け
は
、
既
に
解
釈

を
必
要
と
す
る
。
差
し
当
っ
て
、
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
指
示
に
従
っ
て
次
の
如
く
、
七
つ
の
部
分
に
分
節
さ
れ
う
る
で
あ
ろ
う
。
却
ち
、
本
論
「
自
由
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
も

体系
の
基
礎
づ
け
と
し
て
の
悪
の
形
而
上
学
」
は
、
（
1
）
「
悪
の
内
的
可
能
性
」
（
§
1
1
～
1
9
，
＜
目
ω
㎝
下
ω
『
。
。
）
、
（
2
）
「
悪
の
普
遍
的
な
”
現
実

性
π
」
（
§
2
0
～
2
2
，
＜
目
雪
。
。
山
。
。
N
）
（
3
）
「
“
現
実
的
川
悪
の
個
別
化
の
過
程
」
（
§
2
3
～
2
9
，
＜
H
同
。
。
“
。
山
。
。
O
）
、
（
4
）
「
人
間
に
現
象
す
る
悪
の

形態
」
（
§
3
0
～
3
2
，
≦
目
。
。
。
。
O
山
詮
）
、
（
5
）
「
悪
に
直
面
し
て
の
神
の
神
性
の
義
認
」
（
§
3
3
～
3
6
団
゜
＜
目
ω
O
苧
ω
り
㊤
）
、
（
6
）
「
体
系
の
全
体
に

於け
る
悪
」
（
§
3
7
～
4
1
悶
゜
≦
H
。
。
り
O
－
藤
8
）
、
（
7
）
「
存
在
者
全
体
の
最
高
の
統
一
と
人
間
的
自
由
」
（
§
4
2
～
4
9
司
゜
＜
H
H
き
？
凸
の
）
、
の
以
上
に

分節
ざ
れ
る
と
す
る
が
、
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
は
、
（
1
）
か
ら
（
4
）
ま
で
と
最
終
の
（
7
）
を
重
視
し
て
お
り
、
特
に
（
1
）
の
§
1
1
か
ら
§
1
5
ま
で
を
「
核
心

部
」
と
呼
び
詳
細
な
解
釈
を
試
み
て
い
る
。
し
か
し
、
（
2
）
か
ら
（
7
）
ま
で
の
叙
述
は
、
急
に
、
順
次
簡
略
化
ざ
れ
、
特
に
（
7
）
を
重
要
と
い
い
な
が

ら
、
そ
こ
で
の
「
無
底
」
（
q
口
讐
口
巳
）
に
関
し
て
は
不
思
議
な
沈
黙
を
保
っ
て
い
る
（
国
゜
旨
段
゜
H
O
㎝
）
。

　我
々
と
し
て
は
、
（
1
）
の
冒
頭
に
提
示
さ
れ
る
「
実
存
」
と
「
根
底
」
と
の
区
別
の
「
核
心
部
」
と
、
（
7
）
の
「
無
底
」
と
の
連
関
を
中
心
に
、
又
、

そ
れ
と
と
も
に
、
第
7
の
自
由
概
念
「
未
決
定
性
」
の
問
題
（
姻
卜
。
O
、
b
。
b
。
、
隠
、
b
。
刈
）
を
、
上
の
連
関
に
重
ね
て
、
以
下
の
考
察
を
進
め
て
ゆ
き
た
い
。

　さ
て
、
「
自
然
の
生
け
る
根
底
」
（
血
o
昌
δ
び
窪
島
σ
q
窪
O
「
目
α
α
Φ
目
2
醇
霞
）
を
古
人
と
共
に
問
い
直
す
「
真
の
自
然
哲
学
の
諸
原
則
」

に基
づ
く
考
究
の
出
発
点
と
し
て
、
か
の
区
別
、
即
ち
、
「
実
存
す
る
限
り
の
存
在
者
」
a
o
ヨ
妻
o
ω
o
ジ
ω
o
出
Φ
旨
Φ
ω
Φ
邑
ω
氏
Φ
答
）
と
「
単

に実
存
の
根
底
で
あ
る
限
り
の
存
在
者
」
（
α
o
ヨ
壽
ω
Φ
P
ω
o
冷
話
Φ
ω
巨
o
ゆ
9
己
口
価
く
o
ロ
国
圏
ω
け
①
ロ
N
凶
ω
け
）
と
の
「
区
別
」
（
q
暮
Φ
学

ω

oげ
Φ
窪
§
σ
q
）
が
、
突
如
、
出
さ
れ
て
来
る
（
§
1
1
～
1
2
切
く
H
H
ω
朝
S
g
H
＜
H
H
↑
置
①
゜
H
①
ω
6
b
。
8
）
。
《
国
猷
ω
8
自
》
（
実
存
）
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

《O
同
彗
α
》
（
根
底
、
根
拠
？
）
と
の
区
別
が
一
体
何
処
か
ら
由
来
す
る
の
か
、
又
、
「
何
の
た
め
」
曾
o
N
F
司
く
H
H
合
O
）
の
区
別
か
と



いう
二
つ
の
問
い
こ
そ
が
、
　
『
自
由
論
』
の
最
深
に
し
て
最
高
の
決
定
的
問
題
で
あ
り
、
特
に
後
者
（
何
の
た
め
）
は
、
双
方
の
区
別
の
み

な
ら
ず
「
結
合
」
の
問
題
と
し
て
、
最
終
部
（
7
）
の
《
d
コ
α
q
民
§
α
》
（
無
底
）
に
於
い
て
再
論
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
だ
が
区
別
の
由
来
、
，

　
　
、
、
、
、
（
1
）

或
は

区
別
の根
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　既
に
《
毛
窃
象
》
、
《
国
臨
曾
9
凶
》
、
《
O
『
§
α
》
、
を
、
各
々
、
　
「
存
在
者
」
、
「
実
存
」
「
根
底
」
と
翻
訳
す
る
こ
と
に
、
解
釈
を
必
要
と
す
る

も
　
　
へ

問
題
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
　
《
閤
o
器
コ
》
は
、
こ
こ
で
は
「
本
質
」
で
は
な
く
て
ハ
「
そ
の
都
度
そ
れ
自
身
に
於
い
て
存
立
し
て
い
る
個
々
の
全
体
と

し
て
の
存
在
者
」
（
口
゜
H
応
。
O
）
の
謂
で
あ
り
、
《
国
臨
ω
8
旨
》
と
は
、
所
謂
《
①
ω
ω
Φ
暮
貯
》
に
対
す
る
《
Φ
×
凶
ω
8
暮
貯
》
の
意
味
で
は
な
く
て
、
よ
り
古

く
根
源
的
な
《
国
辱
ω
凶
暮
o
冒
》
と
し
て
「
自
己
か
ら
外
へ
踏
ー
出
し
、
そ
の
踏
r
出
に
於
い
て
自
己
を
啓
示
す
る
も
の
」
（
鼠
ω
口
口
ω
ω
凶
o
げ
国
o
畠
ロ
ω
－

曾
o
言
巳
o
§
α
凶
ヨ
ロ
o
冨
q
甲
け
H
簿
窪
。
。
甘
げ
O
譲
口
げ
異
o
巳
ρ
頃
゜
旨
O
）
で
あ
り
、
《
O
吋
§
α
》
と
は
、
原
因
－
結
果
・
理
由
ー
帰
結
（
O
旨
づ
阜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
チ
オ

団
〇
一
鵯
）
の
原
因
．
理
由
の
如
き
《
鑓
け
一
〇
》
（
根
拠
）
で
は
な
く
、
　
『
シ
ュ
ト
ッ
ガ
ル
ト
私
講
』
や
『
エ
ッ
シ
ェ
ン
マ
イ
ア
へ
の
答
弁
』
に
於
い
て
強
調

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
も

さ
れ
る
よ
う
に
、
「
根
底
（
土
台
、
基
底
、
制
約
）
」
〔
O
昌
巳
（
O
昌
巳
置
鴨
噛
q
馨
o
巨
9
α
q
ρ
b
d
巴
μ
昌
o
q
§
』
＜
H
口
嵩
ω
〕
や
「
媒
体
」
（
§
島
口
日
）
、
「
基

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ミ

礎
」
（
切
口
巳
m
旨
Φ
再
口
8
）
、
　
「
地
盤
」
（
b
d
器
剛
ω
）
等
と
し
て
、
明
瞭
に
場
所
的
・
エ
レ
メ
ン
ト
的
含
意
を
こ
め
て
「
根
底
」
と
翻
訳
さ
れ
る
べ
き
言
葉
で

あ
る
。
後
に
問
題
と
な
る
《
b
げ
凶
旨
巳
》
（
深
淵
：
脱
底
）
や
《
口
早
鵯
巨
幽
》
（
無
ー
底
、
没
根
拠
）
と
の
連
関
で
、
一
応
《
O
昌
μ
α
》
を
「
根
底
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

呼
ん

でお
く
が
、
し
か
し
、
「
根
拠
」
（
畠
菖
o
）
か
ら
「
根
底
」
へ
の
移
行
転
調
に
は
、
実
は
、
避
け
が
た
い
翻
訳
上
の
問
題
以
上
の
問
題
が
含
ま
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

いる
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
翻
訳
語
「
根
拠
」
と
「
根
底
」
と
の
微
妙
な
乖
離
を
、
後
に
《
地
》
の
モ
チ
：
フ
に
於
い
て
再
び
考
え
て
み
た
い
。

　尚
、
根
底
と
実
存
と
の
区
別
は
、
表
面
的
に
見
れ
ば
、
自
然
と
精
神
、
非
我
と
自
我
、
事
物
と
理
性
、
容
体
と
主
体
等
の
、
要
す
る
に
「
実
在
的
原

理
」
と
「
観
念
的
原
理
」
と
の
二
糸
列
に
対
応
す
る
面
も
あ
る
で
あ
ろ
う
が
、
　
ー
た
し
か
に
「
実
在
論
と
観
念
論
と
の
相
互
浸
透
」
　
（
ミ
o
o
房
Φ
甲

α自
昌
曾
ぎ
o
q
国
゜
＜
員
◎
。
G
n
O
）
も
語
ら
れ
て
い
た
が
、
「
根
底
」
と
「
原
理
」
（
勺
二
嵩
甘
）
と
の
区
別
（
岡
゜
＜
目
。
。
㎝
ゆ
）
も
あ
り
、
実
は
単
純
で
は
な
い

の

であ
る
が
、
一
般
に
は
、
所
謂
フ
ー
ル
マ
ン
ス
的
な
「
実
在
ー
観
念
論
」
（
園
O
”
一
巳
同
匹
Φ
P
一
剛
ω
ヨ
ロ
ω
）
の
弁
証
法
的
図
式
で
単
純
化
さ
れ
て
理
解
さ
れ
る

傾き
が
あ
る
（
国
゜
舅
ロ
訂
目
磐
ω
”
図
8
冨
ヨ
の
『
自
由
論
』
注
解
参
照
ω
゜
h
合
臨
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

む
し
ろ
、
こ
の
実
存
と
根
底
と
の
区
別
は
、
自
由
論
直
後
の
『
答
弁
』
で
確
認
さ
れ
る
如
く
、
　
「
実
存
の
主
体
」
（
ω
ロ
9
Φ
算
）
と
「
実

　　
シ
ェ
リ
ン
グ
『
自
由
論
』
再
考
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
五



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
六

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

存
の
根
底
L
と
の
「
区
別
」
（
＜
H
目
ω
α
①
）
で
あ
り
、
『
シ
ュ
ト
ッ
ト
ガ
ル
ト
私
講
』
（
以
下
S
と
略
）
や
『
世
界
時
代
』
に
於
け
る
「
存
在

者
と
存
在
」
（
ω
Φ
く
Φ
ロ
α
Φ
ω
§
血
ω
Φ
唄
口
）
、
「
存
在
者
と
非
存
在
者
」
（
ω
Φ
く
Φ
口
山
Φ
ω
き
α
2
ざ
ぼ
ω
Φ
団
o
ロ
α
Φ
ω
）
等
の
「
区
別
」
（
ω
＜
自
お
ρ

ミ
諺
く
H
閏
b
。
H
O
融
）
に
通
底
す
る
も
の
で
あ
り
、
「
存
在
の
主
体
」
（
畠
p
ω
ω
信
9
Φ
写
α
Φ
ω
ω
Φ
旨
ω
）
と
「
存
在
」
と
の
斗
い
（
Q
D
信
9
①
簿
”

　
　
　
　
　
　
　
　
め
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

曾
。
汰
ミ
爪
ミ
℃
）
を
廻
っ
て
、
後
に
「
存
在
の
主
」
の
構
想
へ
と
ま
と
め
ら
れ
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
、
存
在
論
的
な
区
別
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
（
O
捗
図
H
刈
）
。

　
要す
る
に
、
こ
の
区
別
は
、
主
体
と
根
拠
と
の
区
別
、
し
か
も
存
在
の
本
質
を
廻
っ
て
の
存
在
区
別
で
あ
り
、
ハ
イ
デ
ッ
カ
ー
に
従
っ
て
、
こ
れ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
な
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヤ
　
ヘ
　
　
ヤ
　
ヘ
　
　
ヤ
　
へ
　
　
も
　
　
へ

「

存
在関
連
」
（
ω
馨
ω
甘
o
q
ρ
国
゜
日
。
。
O
ご
と
も
呼
べ
る
で
あ
ろ
う
。
因
に
、
有
名
な
、
「
存
在
と
根
拠
：
同
一
。
存
在
：
脱
－
底
」
（
ω
①
ぎ
琶
傷
O
撃

ロ
昌
画
”
富
ω
ω
巴
げ
ρ
ω
o
ぎ
”
幽
o
民
渉
マ
O
硫
§
α
q
）
と
い
う
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
『
根
拠
律
』
（
H
）
Φ
「
ω
四
け
N
　
く
O
目
　
∩
｝
コ
営
P
α
゜
ω
’
O
Q
Q
険
）
の
も
は
や
命
題
な
ら
ざ

もる
命
題
は
、
そ
の
「
脱
－
底
」
（
b
び
・
O
昌
巳
）
の
「
脱
」
（
諺
げ
・
）
を
ど
う
見
る
か
に
よ
っ
て
、
勿
論
シ
ェ
リ
ソ
グ
と
の
決
定
的
な
立
場
の
相
異
を
示
す

であ
ろ
う
が
、
し
か
し
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
鳥
こ
の
命
題
は
、
　
『
根
拠
律
』
に
於
け
る
《
O
巨
ロ
ユ
》
の
か
の
「
転
調
」
や
「
飛
躍
」
（
ω
讐
N
“
ω
写

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
も
　
　
へ

謹
昌
魑
の
問
題
性
を
も
含
め
て
、
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
が
不
思
議
に
も
沈
黙
を
守
る
、
か
の
「
無
底
」
　
（
q
帯
鵯
口
口
山
）
i
『
自
由
論
』
に
の
み
独
自
な
仕

方
で出
て
い
る
ー
の
問
題
次
元
へ
通
底
す
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
「
存
在
の
脱
去
」
　
（
国
9
N
ロ
嬉
と
シ
ェ
リ
ン
グ
の
「
存
在

　
　
　
　
へ
　
　
も

の自
己
惹
起
」
（
ω
①
旨
ω
け
出
昌
母
。
ぎ
ロ
α
q
）
と
は
、
云
わ
ば
、
何
か
逆
対
応
的
な
関
係
を
な
す
の
か
も
し
れ
な
い
（
「
根
拠
の
惹
起
」
円
く
目
。
。
お
参
照
。

o
h
°
図
H
O
ど
言
’
H
。
。
㊤
国
゜
『
ρ
H
O
O
等
「
存
在
の
根
本
矛
盾
」
と
し
て
の
「
惹
起
」
参
照
）
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
実
在
と
根
拠
（
根
底
）
と
の
区
別
の
由
来

を
真
に
問
う
た
め
に
は
、
「
存
在
」
の
根
源
的
本
質
を
「
意
欲
」
（
≦
〇
一
一
Φ
ロ
司
゜
＜
閏
。
。
㎝
O
）
と
見
る
シ
ェ
リ
ソ
グ
の
立
揚
の
更
な
る
究
明
を
必
要
と
す
る

であ
ろ
う
。

　さ
て
、
こ
の
区
別
が
、
「
神
は
す
べ
て
で
あ
る
」
（
Ω
o
雰
μ
ω
け
巴
δ
ω
）
と
云
う
そ
の
「
神
」
に
於
い
て
見
ら
れ
る
と
ど
う
な
る
か
。
「
神

以
前
も
し
く
は
神
以
外
に
は
何
も
の
も
存
在
し
な
い
か
ら
、
神
は
実
在
の
根
底
を
自
己
自
身
の
う
ち
に
有
し
て
お
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
」
　
角
゜

＜
目
ω
㎝
刈
）
。
こ
こ
ま
で
な
ら
ど
の
哲
学
も
言
う
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
際
に
、
こ
の
根
底
（
根
拠
）
を
、
例
え
ば
、
　
「
自
己
原
因
」
（
o
窪
ω
9



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

ω昌
）
の
如
き
「
単
な
る
概
念
」
と
す
る
の
み
で
あ
っ
て
、
「
何
か
実
的
（
園
Φ
亀
①
日
）
、
現
実
的
な
も
の
」
（
騨
P
C
°
）
ー
云
わ
ば
、
生
け
る

ヘ
　
　
　
へ

斗
い
ー
と
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
根
本
主
題
が
次
の
如
く
云
わ
れ
る
。

　
「神
の
実
存
の
こ
の
根
底
は
、
神
が
自
己
の
う
ち
に
有
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
絶
対
的
に
見
ら
れ
た
神
、
即
ち
、
実
存
す
る
限
り
の
神
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
　
ミ

はな
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
そ
れ
は
実
の
と
こ
ろ
ま
さ
に
神
の
実
存
の
根
底
に
す
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
（
国
吋
大
文
字
）
は
自
然
1
し
か
も
神
の

う
ち
の
自
然
（
島
Φ
蜜
ε
吋
1
ぎ
O
o
ε
な
の
で
あ
る
」
（
閃
゜
＜
昌
。
。
昭
）
。

　
そ
し
て
、
「
分
離
」
さ
れ
ぬ
が
「
区
別
」
さ
れ
る
、
こ
の
「
内
的
根
底
」
は
、
　
「
突
存
す
る
も
の
と
し
て
の
神
に
先
行
す
る
（
＜
o
冨
昌
α
q
o
洋
）
が
、
し

かし
、
同
様
に
ま
た
、
神
は
根
底
の
先
者
（
℃
H
貯
ω
山
o
ω
O
舞
巳
①
゜
α
）
で
あ
る
」
（
男
く
目
。
。
切
。
。
）
。

　こ
こ
に
は
明
ら
か
に
実
存
と
根
底
と
の
《
循
環
》
（
N
貯
屏
①
一
）
が
出
て
い
る
。
そ
も
そ
も
、
根
拠
と
は
端
的
に
は
《
何
処
か
ら
》
書
甲

鶏
）
で
あ
り
、
根
底
と
は
端
的
に
《
於
い
て
あ
る
揚
所
》
と
す
れ
ば
、
「
顕
勢
的
」
（
卑
o
葺
）
に
実
存
す
る
神
の
《
実
ー
存
》
（
国
×
色
ω
8
昌
N
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

の

根底
と
は
、
神
の
《
踏
－
出
》
（
吊
肖
Φ
居
P
皿
ω
ー
け
村
①
け
①
昌
）
の
場
所
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
何
処
か
ら
何
処
へ
の
踏
出
な
の
か
。
「
概
念
」
で
は
な

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

く
て
、
生
け
る
自
然
を
う
ち
に
含
む
「
生
命
」
と
し
て
の
神
の
自
己
踏
出
－
自
己
か
ら
自
亘
へ
の
円
環
（
§
爵
9
！

　こ
の
円
環
は
、
通
常
の
思
惟
に
と
っ
て
ど
ん
な
に
不
条
理
に
見
え
よ
う
と
も
、
永
遠
な
る
神
の
自
己
生
成
（
ω
o
浮
ω
壁
零
o
巳
Φ
昌
）
を
示
唆
し
て
お
り
、

自
由
論
の
テ
キ
ス
ト
で
は
、
「
一
切
の
も
の
が
そ
こ
か
ら
生
成
す
る
円
環
」
（
国
゜
　
＜
同
H
　
ω
㎝
o
Q
）
と
言
わ
れ
る
の
み
で
あ
る
が
、
自
由
論
以
降
の
『
世
界
時

代
』
等
で
は
、
こ
れ
が
更
に
深
め
ら
れ
て
、
云
わ
ば
、
ウ
ロ
ボ
ロ
ス
（
d
8
げ
0
8
ω
）
的
な
、
根
源
的
自
然
の
「
廻
転
衝
動
」
（
¢
三
ユ
o
ぴ
）
と
か
、
「
永

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
ロ
ノ
ス

遠
に

始ま
り
永
遠
に
生
じ
絶
え
ず
自
己
自
身
を
呑
み
込
ん
で
は
絶
え
ず
自
己
自
身
を
産
み
出
す
時
間
」
（
莞
。
ξ
り
）
に
比
ざ
れ
て
、
　
「
根
源
本
質
者
」

（
O
暑
Φ
ω
Φ
ロ
）
の
隠
れ
た
る
存
在
の
根
源
的
動
性
の
問
題
と
し
て
主
題
的
に
論
究
ざ
れ
て
い
る
（
＜
日
b
。
。
。
P
。
。
食
白
鋭
『
8
①
。
。
闇
㊤
b
。
”
国
゜
。
。
㎝
）
。

　こ
の
円
環
と
と
も
に
、
自
由
論
（
§
1
4
）
で
は
、
諸
事
物
に
関
し
て
、
「
内
在
の
概
念
が
全
面
的
に
排
除
さ
れ
」
、
　
「
生
成
の
概
念
こ
そ
が

諸
事物
の
自
然
本
性
に
適
合
し
た
唯
一
の
概
念
で
あ
る
」
（
国
く
目
G
Q
昭
）
と
し
て
、
内
在
か
ら
生
成
へ
の
転
換
が
語
ら
．
れ
る
。
だ
が
注
意

　
　　
シ
ェ
リ
ソ
グ
『
自
由
論
』
再
考
⇔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
七



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

す
べ
き
は
、
「
内
ー
在
」
（
一
H
5
臼
P
昌
Φ
口
N
↑
寓
9
コ
Φ
旨
N
〈
日
僧
口
①
同
①
）
の
「
在
」
（
日
き
興
o
）
に
於
け
る
「
存
在
」
（
＜
σ
誉
㊤
旨
o
曾
ω
皿
5
）
の
死

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

へ

せ
る
固
定
性
が
拒
絶
さ
れ
て
、
そ
れ
に
代
る
動
的
な
「
生
成
」
亀
o
目
脅
昌
）
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
っ
て
、
内
在
の
《
内
》
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
イ
ソ
ロ
ゴ
ツ
ト
　
ザ
イ
ソ

決し
て
捨
て
ら
れ
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。
「
神
－
内
ー
存
在
」
（
冒
－
0
9
け
あ
o
凶
戸
国
゜
＜
自
蒔
H
α
）
は
自
由
論
の
一
貫
し
て
揺
が
ぬ
根
本
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

提
であ
る
。
従
っ
て
、
諸
事
物
の
生
成
は
、
あ
く
ま
で
「
神
の
う
ち
の
自
然
」
か
ら
見
ら
れ
る
。
即
ち
、
　
「
諸
事
物
は
、
そ
の
根
底
を
、

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
あ

神
自
身
の
う
ち
の
神
自
身
で
有
る
の
で
は
な
い
も
の
曾
p
ω
貯
O
o
暮
ω
Φ
貯
ω
け
巳
o
拝
国
『
ω
9
げ
ω
け
凶
ω
け
）
の
う
ち
に
、
も
つ
、
つ
ま
り

神
の
実
存
の
根
底
で
あ
る
も
の
の
う
ち
に
も
つ
」
（
原
文
強
調
大
文
字
国
≦
H
ω
㎝
㊤
）
の
で
あ
る
。
シ
ュ
リ
ソ
グ
は
、
こ
の
文
に
脚
註
を
付

け
て
、
「
こ
れ
こ
そ
が
、
唯
一
の
正
し
い
二
元
論
（
α
興
Φ
ぎ
賦
α
q
器
o
巨
Φ
∪
賃
巴
δ
目
⊆
ω
）
で
あ
る
。
即
ち
、
同
時
に
統
一
を
許
す
二
元
論

であ
る
」
（
櫛
゜
m
°
ρ
）
と
述
べ
、
一
応
の
結
論
と
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
こ
の
原
初
的
二
元
論
、
邸
ち
、
神
自
身
の
内
へ
ま
で
徹
底
せ
ら
れ
た
原
初
的
二
元
性
ー
「
神
自
身
の
う
ち
の
神
自
身
で
あ
る
の
で
は

ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ゐ

な
い
も
の
」
つ
司
器
冒
O
o
暮
ω
Φ
毎
ミ
o
魯
妹
国
厭
器
ぎ
鴇
凶
ω
叶
）
に
於
け
る
、
こ
の
「
な
い
」
（
巳
o
耳
）
1
こ
そ
が
、
自
由
論
の
核
心
を

な
す
で
あ
ろ
う
。
大
文
字
で
強
調
さ
れ
た
「
神
自
身
」
（
甲
ω
〇
一
げ
゜
・
け
）
の
優
位
性
（
ω
ε
o
ユ
R
謬
簿
）
へ
の
シ
ェ
リ
ン
グ
の
揺
ぎ
な
い
確
信

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

が
、
こ
の
驚
べ
き
《
な
い
》
（
二
元
性
）
と
「
根
底
」
の
先
行
性
（
℃
誌
o
昏
弩
）
を
大
担
に
問
わ
し
め
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
次
に
続
く

文
から
、
更
に
挑
戦
的
な
企
て
が
開
始
さ
れ
る
。
そ
れ
が
、
有
名
な
「
憧
憬
」
（
ω
¢
げ
口
ω
口
O
げ
叶
）
を
端
緒
と
す
る
神
の
自
己
生
成
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

元
初的
根
底
（
過
去
性
の
深
淵
b
げ
－
艘
琶
α
゜
ミ
゜
諺
）
か
ら
の
「
自
己
啓
示
」
と
し
て
の
「
創
造
」
で
あ
る
。
挑
戦
的
尼
言
っ
た
の
は
、
そ

　
　
　
　
　
　
た
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と
わ

の

際
に
、
「
人
間
的
に
よ
り
身
近
な
姿
で
理
解
し
よ
う
と
欲
す
れ
ば
」
匂
゜
＜
H
H
ω
㎝
O
）
と
、
シ
ェ
リ
ソ
グ
が
断
り
を
付
言
し
て
い
る
こ
と

であ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
自
由
論
に
関
す
る
エ
ッ
シ
ェ
ン
ア
イ
ア
ー
へ
の
『
答
弁
』
の
中
で
、
近
代
の
「
主
観
性
の
哲
学
全
体
」
に

　
　
　
　
ア
ソ
ト
ロ
が
ス
　
モ
ル
フ
エ
ロ

反し
て
、
人
間
の
姿
（
隠
竜
怠
）
は
決
し
て
自
明
で
は
な
い
か
ら
こ
そ
、
「
無
制
限
の
擬
人
論
」
（
雪
鉾
R
o
b
o
旨
o
壱
窪
ω
馨
ω
）
、
即
ち
、



　
　
　
　
ぞ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
へ
も
も

「

必
然
的存
在
と
い
う
唯
一
の
点
を
除
け
ぜ
、
ど
こ
ま
で
も
｝
貫
し
た
全
体
的
な
、
神
の
人
間
化
」
（
Φ
ぎ
①
畠
霞
o
げ
σ
q
ぎ
α
q
凶
σ
q
Φ
ロ
ロ
α
〈
α
Φ
口

⑦ぎ
N
凶
σ
q
o
ロ
℃
信
ロ
算
住
o
の
昌
9
毛
①
口
α
Φ
α
q
①
ロ
ω
Φ
矯
ロ
ω
壁
ω
σ
q
Φ
昌
o
目
Φ
旨
Φ
〉
け
9
巴
Φ
＜
興
目
①
昌
ω
o
匡
博
9
自
昌
σ
q
O
o
茸
Φ
ρ
強
調
原
文
く
H
目
H
O
刈
）

は

既
に

覚
悟す
る
と
こ
ろ
だ
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
か
か
る
神
と
人
間
の
相
互
浸
透
ー
ゲ
ー
テ
の
言
葉
を
借
り
て
言
う
な
ら
ば
、
　
「
神

の

擬
人論
」
（
諺
口
こ
P
目
O
娼
O
口
P
O
H
娼
げ
圓
ω
口
P
）
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
「
人
聞
の
擬
神
論
」
（
↓
げ
o
o
日
o
壱
ぼ
ω
目
）
と
も
い
う
べ
き
人
間
の
高
揚

　
　
　
　
（
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
、

（国島
Φ
ぴ
自
昌
σ
q
）
1
は
、
確
か
に
自
由
論
の
叙
述
を
難
解
な
も
の
に
し
て
い
る
が
、
こ
の
双
方
、
神
の
人
間
化
と
正
し
く
理
解
さ
れ
た
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

間
の
神
化
は
、
シ
ェ
リ
ン
グ
独
自
の
、
神
の
自
己
啓
示
と
し
て
の
創
造
の
秘
義
（
「
言
葉
」
と
「
愛
の
秘
義
」
国
゜
＜
閏
ω
O
ど
心
O
。
。
）
に
関
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
端
的
に
言
え
ば
、
神
の
啓
示
は
人
間
の
存
在
を
必
要
と
す
る
の
で
あ
る
。
創
造
の
頂
き
に
し
て
安
ら
ぎ
　
（
出
o
、
げ
①
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

F
国
q
げ
8
ロ
コ
窪
）
に
立
た
さ
れ
る
人
間
は
、
自
己
の
中
に
自
分
で
も
知
ら
な
い
深
く
隠
さ
れ
た
「
創
造
へ
の
関
知
」
（
竃
謬
乱
ω
ω
Φ
ロ
ω
o
げ
甲

（5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
、
、
、
、
、
　
、
、
、
、

h
け
）
を
有
し
て
お
り
、
神
の
根
源
的
相
関
者
（
q
O
S
へ
黛
）
i
存
在
か
ら
の
自
由
を
促
さ
れ
る
神
自
身
の
不
可
思
議
な
受
動
性
1
と
通
底

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
こ
ろ

す
る
よ
う
な
問
題
次
元
（
後
の
「
言
葉
」
及
び
「
霊
魂
」
参
照
）
を
孕
む
存
在
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
（
蜀
゜
＜
昌
Q
。
O
Q
。
°
o
h
㌦
図
H
閏
Q
。
O
癖

O
Q
8
h
］
≦
茜
O
国
H
α
㊤
白
諺
Q
Q
O
＜
閏
H
b
o
㊤
印
）
。

㈹

’

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

さ
て
、
人
間
的
理
解
を
覚
悟
で
、
神
の
内
な
る
根
底
の
本
質
が
、
今
や
次
の
如
く
、
「
憧
憬
」
（
ω
o
含
ω
ロ
o
窪
）
と
言
わ
れ
る
。

　
「そ
れ
は
、
永
遠
な
る
一
者
が
自
己
自
身
を
産
ま
ん
と
し
て
感
じ
る
憧
憬
で
あ
る
。
：
ミ
：
そ
れ
は
、
神
を
、
即
ち
、
底
知
れ
ぬ
統
一
（
象
o
琶
卑
o
q
雫

¢
昌
a
博
o
ゴ
⑦
田
ロ
ぼ
魯
）
を
産
ま
ん
と
欲
す
る
が
、
し
か
し
、
そ
の
限
り
、
こ
の
憧
憬
自
身
の
う
ち
に
は
ま
だ
統
一
は
な
い
。
そ
れ
故
に
、
そ
れ
は
、
そ

れ自
身
だ
け
で
見
れ
ば
意
志
（
≦
罠
o
）
で
も
あ
る
が
、
し
か
し
何
ら
悟
性
（
＜
霞
ω
富
づ
α
）
を
含
ま
ぬ
意
志
で
あ
る
」
（
強
調
筆
者
国
゜
＜
H
H
。
。
㎝
O
）
。

　
シ
ェ

リ
ン
グ
『
自
由
論
』
再
考
⇔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
九



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九〇

　
　
こ
の
憧
憬
は
、
「
未
知
の
名
前
な
き
（
慈
ヨ
Φ
巳
o
の
）
譲
ど
に
焦
れ
る
に
し
て
も
、
己
の
対
象
を
知
ら
ず
、
意
識
な
き
予
感
・
衝
動
で
あ
り
、
「
プ
ラ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ

　
ン

の質
料
」
（
一
≦
讐
⑦
ユ
o
）
や
「
波
立
ち
沸
き
か
え
る
海
」
（
ζ
Φ
霞
）
、
「
暗
い
不
確
か
な
法
則
」
、
又
「
母
胎
」
（
竃
暮
8
二
〇
旨
）
、
「
認
識
の
母
」
（
竃
暮
8
『

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

　
男
く
目
ω
8
）
等
の
、
所
謂
《
竃
甲
》
モ
チ
ー
フ
に
比
さ
れ
て
い
る
が
、
ロ
マ
ン
主
義
的
な
非
合
理
性
（
H
円
目
卸
8
博
O
昌
9
一
①
ω
　
＜
H
目
　
H
⑪
匂
◎
）
と
は
無
縁
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
あ
　
　
　
た

　こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、
暗
い
根
底
の
こ
の
憧
憬
が
、
創
造
に
於
け
る
神
の
内
的
生
命
の
元
初
的
動
性
（
「
神
的
現
存
在
の
最
初
の
発
動
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

〈
島
o
興
曾
Φ
国
o
α
q
琴
α
q
α
q
9
窪
o
げ
o
旨
U
霧
Φ
ぎ
ω
゜
〉
聞
く
閏
ω
①
O
）
i
し
か
も
根
源
的
な
二
重
の
動
性
を
含
む
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

「底
知
れ
る
統
一
を
産
ま
ん
と
欲
す
る
」
憧
憬
の
元
初
的
動
性
の
二
重
性
は
、
ま
さ
し
く
、
こ
の
「
底
知
れ
ぬ
」
（
§
・
Φ
苧
鴨
口
巳
自
o
げ
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

底
を
究
め
が
た
く
測
り
知
れ
ぬ
）
と
い
う
言
葉
に
出
て
く
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
（
「
実
在
性
の
不
可
解
の
基
底
」
〈
島
Φ
o
昌
o
『
鵯
Φ
庄
幣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

oげ
o
切
ρ
ω
凶
ω
゜
V
男
く
目
G
。
①
O
も
参
照
。
）
「
底
知
れ
ぬ
」
と
先
の
「
名
前
な
き
」
と
は
等
根
源
的
で
あ
り
、
底
（
根
底
）
：
測
り
1
1
名
前
臆
言

葉

曾お
ω
ω
Φ
P
寓
鉱
p
”
］
≦
鋤
σ
q
同
o
等
《
］
≦
甲
》
モ
チ
ー
フ
）
の
一
連
の
対
応
、
し
か
も
、
《
根
底
と
言
葉
》
の
云
わ
ば
逆
対
応
を
見
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

と
は
驚
く
べ
き
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。
（
後
で
「
無
底
」
及
び
《
地
》
の
問
題
と
し
て
再
考
し
た
い
。
）
こ
の
「
底
知
れ
ぬ
」
と
い
う
形

容
詞
は
、
確
か
に
「
統
一
」
に
掛
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
統
一
な
き
、
統
一
（
悟
性
）
へ
の
意
志
と
し
て
の
憧
憬
の
根
源
的
動
性

の

延び
に
ま
で
及
ぶ
と
見
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
　
「
根
源
存
在
」
（
q
誘
Φ
貯
）
を
「
意
欲
」
（
ぎ
ぎ
旨
）
と
見
る
シ
ェ
リ
ン
グ
の
立
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

（見地
）
か
ら
し
て
、
統
一
な
き
憧
憬
の
意
志
も
、
根
底
の
意
志
で
あ
り
な
が
ら
同
時
に
「
底
知
れ
ぬ
」
（
次
元
な
き
）
次
元
を
含
む
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。
憧
憬
に
は
、
少
く
と
も
、
自
己
か
ら
出
て
ゆ
き
な
が
ら
（
実
－
存
）
、
し
か
も
同
時
に
、
自
己
の
中
に
止
ま
ろ
う
と
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

（根底
）
如
き
不
思
議
な
二
重
の
動
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
も
　
も
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
ン
ト
　
シ
ユ
プ
レ
ツ
ヒ
ニ
ソ

　
　　
「
こ
の
憧
憬
に
対
応
し
て
（
o
巨
ω
ロ
器
o
げ
⑦
巳
“
⑦
旨
あ
憶
『
0
9
0
ロ
別
既
に
「
言
葉
」
！
）
、
神
自
身
の
う
ち
に
｝
つ
の
内
的
な
反
射
的
な
表
象
（
o
貯
¢

　
宕
昌
雲
o
器
臨
o
改
く
o
＜
o
涜
け
Φ
一
7
5
魑
が
産
み
出
ざ
れ
る
、
こ
の
表
象
は
、
神
以
外
の
い
か
な
る
他
の
対
象
を
持
ち
得
な
い
以
上
、
こ
の
表
象
を
と
お

　
し
て
、
神
は
自
己
自
身
を
一
つ
の
写
像
（
国
げ
⑦
⇒
げ
ま
“
似
姿
）
に
於
い
て
視
る
（
ω
博
o
ゴ
ω
①
ぎ
・
印
け
卑
三
口
o
犀
窪
）
こ
と
に
な
る
。
こ
の
表
象
は
、
絶
対
的
に



見
ら
れ
た
神
が
そ
れ
に
於
い
て
ー
神
自
身
の
う
ち
に
於
い
て
の
み
で
あ
る
が
1
現
実
化
さ
れ
た
最
初
の
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
元
初
に
神
の
も
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も

（
ぎ
ぎ
紳
5
σ
q
げ
o
陣
0
9
C
に
あ
り
、
神
の
う
ち
に
産
み
出
さ
れ
た
神
自
身
（
α
①
ユ
ロ
O
o
雰
o
q
Φ
N
Φ
口
讐
Φ
O
o
け
け
ω
9
ぴ
9
）
で
あ
る
。
こ
の
表
象
は
、
同
時

に
、
悟
性
で
あ
り
、
i
か
の
憧
憬
の
言
葉
（
匹
口
ω
　
d
く
O
民
貯
U
O
口
O
目
ω
Φ
冒
P
ω
口
O
ゴ
け
）
で
あ
る
。
〔
原
註
“
謎
の
言
葉
（
答
”
山
器
零
o
昌
ユ
①
ω
国
似
け
器
目
ω
）
と

いう
如
き
意
味
で
。
〕
」
（
「
対
応
」
以
外
の
強
調
原
文
男
く
目
ω
9
龍
）
。

　
根
底
の

憧憬
に
対
応
す
る
等
根
源
的
な
、
神
の
元
初
的
な
、
こ
の
《
ω
冨
9
毎
ヨ
》
（
表
象
に
し
て
像
）
は
、
極
め
て
難
解
な
思
弁
的
（
ω
需
ぎ
一
p
寓
く
”

呂
①
8
吋
Φ
）
主
題
で
あ
り
、
そ
の
詳
細
な
展
開
は
、
『
世
界
時
代
』
及
び
『
神
話
の
哲
学
』
に
於
い
て
究
明
さ
れ
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
別
に
論
じ
た

こ
と
が
あ
る
の
で
、
我
々
と
し
て
は
、
後
に
「
無
底
」
の
「
無
述
語
性
」
（
勺
「
9
，
集
訂
二
〇
匹
o
q
貯
o
罫
男
く
昌
心
O
①
）
を
再
考
す
る
た
め
に
も
、
こ
こ
で
は
、

「

対応
」
（
応
答
）
と
し
て
の
「
か
の
憧
憬
の
言
葉
」
に
の
み
論
考
を
限
定
し
よ
う
。

　
脚
註
に於
い
て
シ
ェ
リ
ソ
グ
が
敢
え
て
転
語
し
た
「
謎
の
言
葉
」
と
は
、
謎
の
如
き
言
葉
と
い
う
意
味
で
は
な
く
て
、
同
一
の
言
葉
が

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

謎
で
あ
り
同
時
に
謎
を
解
く
言
葉
（
答
）
と
い
う
意
味
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
解
か
れ
開
か
れ
る
「
か
の
憧
憬
」
は
、
あ
く
ま
で

ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

名
前
な
き
も
の
と
し
て
、
ど
こ
ま
で
も
言
葉
（
名
前
）
に
先
行
す
る
、
云
わ
ば
、
言
葉
以
前
の
沈
黙
に
相
応
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

「沈
黙
は
在
る
、
そ
し
て
、
そ
れ
（
在
る
）
だ
け
で
沈
黙
は
偉
大
な
の
だ
」
（
］
≦
国
醤
国
o
震
血
”
U
凶
Φ
妻
Φ
掃
α
Φ
ω
ω
o
げ
≦
o
凶
σ
q
Φ
房
o
o
°
H
H
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

「

か

の

憧
憬
の

言葉
」
と
は
、
根
底
に
し
て
元
初
的
自
然
と
し
て
の
沈
黙
1
こ
の
沈
黙
か
ら
の
最
初
の
言
葉
、
《
沈
黙
の
言
葉
》
で
あ

る
と
思
わ
れ
る
。

ち
な
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
　
ぜ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ぜ
　
　
　
　
　
　
エ
ト
ヴ
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
　
ぜ
ニ
ヒ
ソ

　因
に
、
シ
ェ
リ
ソ
グ
の
有
名
な
「
何
故
」
（
≦
鷲
賃
ヨ
）
の
問
い
ー
「
何
故
そ
も
そ
も
或
る
も
の
が
有
る
の
か
。
何
故
無
で
は
な
い
の
か
」
（
M
臼
H
8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
　
ぜ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
も
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
も
　
ヘ
　
へ
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
　
ぜ

b
。お
”
≦
日
㎝
伊
≦
目
H
録
）
ー
こ
の
問
い
の
源
泉
に
は
、
何
故
神
は
「
光
あ
れ
」
と
言
わ
れ
る
前
に
は
じ
め
に
創
ら
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
何
故
「
天
地

　
　
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

あ
れ
」
と
言
わ
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
の
か
、
と
い
う
創
造
の
問
い
i
「
発
語
」
へ
の
反
問
が
あ
る
（
＜
日
。
。
。
。
H
h
b
。
お
）
。
又
、
創
造
の
元
初
的
二

重性
（
「
二
つ
の
永
遠
な
る
元
初
」
，
＜
昌
心
O
。
。
や
「
根
底
の
意
志
」
と
「
愛
の
意
志
」
男
≦
H
。
。
O
㎝
）
は
、
『
自
由
論
』
以
降
の
後
期
の
中
心
主
題
で
あ

る
が
、
こ
の
二
重
性
も
《
沈
黙
の
言
葉
》
に
よ
っ
て
、
よ
り
統
一
的
に
理
解
さ
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
シ
ェ

リ
ン
グ
『
自
由
論
』
再
考
⇔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
一



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
二

　し
か
し
、
こ
の
「
言
葉
」
は
、
　
「
元
初
的
自
然
の
う
ち
に
措
定
さ
れ
た
光
」
と
か
、
　
（
根
底
に
）
「
閉
じ
込
め
ら
れ
た
統
一
」
　
（
国
く
目

。
。

①H
）

と
も
云
わ
れ
る
、
即
ち
、
　
「
こ
の
（
元
初
的
自
然
の
）
本
質
は
、
神
の
実
存
に
対
す
る
永
遠
な
る
根
底
に
他
な
ら
ぬ
が
故
に
、
そ
れ

は
、
み
ず
か
ら
の
う
ち
に
神
の
本
質
を
、
た
と
え
閉
じ
込
め
ら
れ
た
ま
ま
で
は
あ
る
が
、
云
わ
ば
深
底
（
↓
帥
o
h
Φ
）
の
暗
黒
の
中
に
輝
く
生

命
の
閃
光
倉
o
び
窪
ω
藍
o
吋
）
と
し
て
含
ん
で
い
ず
に
は
お
れ
な
い
（
ヨ
q
ゆ
）
」
（
強
調
筆
者
国
゜
＜
口
G
。
①
H
）
の
で
あ
る
。
こ
の
「
光
」
又
、

「

生命
の
閃
光
」
と
し
て
の
「
言
葉
」
は
、
先
の
引
用
と
共
に
、
ヨ
ハ
ネ
福
音
書
の
ロ
ゴ
ス
・
キ
リ
ス
ト
論
1
『
世
界
時
代
』
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

過
去
性
の

深淵
（
父
）
を
超
克
す
る
子
な
る
神
（
現
在
）
の
モ
チ
ー
フ
が
明
瞭
で
あ
る
ー
を
も
想
起
さ
せ
る
が
、
こ
こ
『
自
由
論
』
に
於
い

　
　
　
　
　
　
　
（
8
）
　
　
、
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、

て
は
、
こ
の
光
と
闇
も
、
《
沈
黙
の
言
葉
》
1
や
が
て
「
無
底
」
へ
の
展
開
を
孕
む
ー
か
ら
解
釈
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
沈
黙
は
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゐ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ

葉
に
先
行
す
る
根
底
で
あ
り
、
更
に
、
言
葉
の
「
地
」
を
な
し
て
い
る
。
沈
黙
が
無
で
は
な
い
こ
と
ー
こ
れ
が
『
自
由
論
』
の
隠
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
し
　
ヘ
　
へ
　
も
　
へ

る
核
心
主
題
で
は
な
か
ろ
う
か
。
言
葉
の
《
地
》
を
な
す
沈
黙
は
、
現
在
の
直
下
に
開
か
れ
る
過
去
性
の
深
淵
（
『
世
界
時
代
』
の
主
題
）

であ
り
、
　
『
自
由
論
』
に
於
い
て
は
、
か
の
「
深
い
夜
」
（
H
ッ
゜
　
＜
同
H
　
鯖
W
①
O
）
1
「
実
在
性
の
不
可
解
な
る
基
底
」
（
島
o
§
興
嬢
o
庄
同
o
び
o

　
　
　
　
（
9
）
　
　
、
、
、
、
、
、
　
、
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
、

切器
δ
P
P
ρ
）
1
で
あ
り
な
が
ら
、
同
時
に
、
「
無
－
底
」
（
d
亭
讐
ロ
ロ
α
）
へ
連
な
る
ま
で
の
拡
が
り
を
含
ん
で
い
る
。
こ
こ
に
『
自
由

論
』
の
不
思
議
な
孤
絶
性
と
そ
の
後
の
文
字
通
り
の
シ
ェ
リ
ン
グ
自
身
の
「
沈
黙
」
（
所
謂
「
挫
折
」
o
唐
出
゜
H
O
。
。
占
逡
）
の
由
来
も
あ
る

の

で
はな
か
ろ
う
か
。

　
っま
り
、
沈
黙
は
、
言
葉
の
生
起
（
発
言
）
そ
れ
自
体
に
よ
っ
て
前
後
裁
断
さ
れ
、
言
葉
以
前
と
言
葉
以
後
で
、
微
妙
に
異
な
っ
た
も
の

と
し
て
思
惟
さ
れ
る
べ
き
と
思
わ
れ
る
。
光
と
闇
、
言
葉
と
沈
黙
は
単
純
な
二
元
性
で
は
な
い
。
光
に
先
行
す
る
闇
、
悟
性
に
先
行
す
る
、

　
　
　
　
　
　
（
1
0
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、

悟
性な
き
憧
憬
、
こ
れ
ら
の
先
行
性
－
云
わ
ば
、
根
底
の
層
的
な
先
行
性
も
、
実
は
、
言
葉
以
後
か
ら
見
ら
れ
た
先
行
性
な
の
で
は
な

かろ
う
か
（
詳
細
は
後
述
「
無
底
」
参
照
）
。
第
1
4
節
（
§
1
4
）
で
、
「
言
葉
」
と
し
て
の
「
悟
性
の
最
初
の
働
き
は
諸
力
の
分
開
（
ω
9
Φ
団
α
－



ロ
昌
m
“
決
開
）
で
あ
る
L
（
国
゜
＜
閏
ω
O
H
）
と
云
わ
れ
た
後
に
、
第
1
5
節
（
§
1
5
）
以
後
、
根
底
は
「
層
」
と
し
て
よ
り
も
む
し
ろ
「
原
理
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

と
し
て
論
述
さ
れ
る
傾
き
が
出
て
来
る
こ
と
、
更
に
後
述
の
「
無
底
」
へ
の
連
関
の
必
然
性
に
も
、
こ
の
沈
黙
の
不
思
議
な
二
重
性
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ
　
も
　
へ

言葉
と
鋭
く
対
立
す
る
根
底
的
な
沈
黙
と
、
言
葉
の
《
地
》
（
背
景
）
を
な
す
無
底
的
な
非
二
元
的
沈
黙
1
が
隠
れ
て
い
る
の
で
は
な
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
も

ろ
う
か
。
た
だ
し
、
こ
の
非
二
元
性
そ
れ
自
体
は
ど
う
し
て
も
言
葉
に
な
ら
な
い
。
（
「
無
底
」
の
「
無
述
語
性
」
の
問
題
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　し
か
し
、
言
葉
と
は
創
造
で
あ
り
、
創
造
と
は
二
元
性
の
創
造
で
あ
る
。
シ
ェ
リ
ン
グ
は
、
　
『
自
由
論
』
の
翌
年
（
一
八
一
〇
）
の
『
シ

ュ

ト
ッ
ト
ガ
ル
ト
私
講
』
の
中
で
、
こ
の
二
元
性
ー
神
自
身
の
中
へ
「
無
意
識
の
原
理
」
（
「
根
底
」
に
相
応
す
る
）
を
仮
定
す
る
ー

の

必
然
性
に

つ

い
て次
の
如
く
述
べ
て
い
る
。

　
　　
「
こ
の
仮
定
の
必
然
性
の
証
明
は
、
対
立
の
根
本
法
則
（
O
昌
ロ
山
碧
ω
o
言
α
o
ω
Q
o
鴨
口
ω
四
鈴
N
o
ω
”
対
立
と
い
う
根
底
・
法
則
）
に
存
す
る
。
対
立
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
ソ
ス
　

　
し
に
は
生
命
な
し
（
O
巨
o
O
①
α
Q
8
ω
馨
N
犀
Φ
宣
い
o
げ
①
ロ
）
。
…
…
（
中
略
）
い
か
な
る
も
の
も
、
自
己
を
顕
わ
す
（
旨
彗
濡
⑦
ω
餓
臼
①
昌
）
た
め
に
は
、
勝
れ
た

　
　
　
ス
ト
リ
ク
ト
　
　
　
　
　
　
へ
　
も

　意
味
で
そ
れ
自
身
で
な
い
と
こ
ろ
の
も
の
を
必
要
（
び
＆
弩
団
）
と
す
る
」
（
強
調
原
文
ω
゜
＜
昌
お
凱
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

　こ
の
「
対
立
の
根
本
法
則
」
、
　
又
「
そ
れ
自
身
」
の
み
の
強
調
は
、
我
々
の
《
地
》
モ
チ
ー
フ
に
と
っ
て
注
目
す
べ
き
発
言
だ
と
思
わ

れる
。　

こ
の
一
八
一
〇
年
の
S
講
義
に
は
、
既
述
の
如
く
「
実
存
と
根
底
」
の
区
別
に
対
応
す
る
「
存
在
者
と
存
在
」
（
「
存
在
の
主
体
」
と
「
主
体
の
述
語
）
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぶ
テ
ソ
シ

や
「
存
在
者
と
非
存
在
者
」
の
区
別
に
関
す
る
論
述
（
ω
゜
＜
昌
お
O
中
）
、
そ
し
て
、
又
、
講
義
の
後
半
に
は
、
「
人
間
的
精
神
の
3
つ
の
潜
勢
（
℃
0
8
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
こ
ろ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

目
①
巳
と
し
て
の
、
情
動
（
O
①
ヨ
障
げ
）
、
精
神
（
O
①
凶
ω
け
）
、
霊
魂
（
o
o
①
9
0
）
の
区
別
（
q
艮
霞
ω
o
冨
達
§
o
q
）
」
（
ω
゜
＜
目
齢
①
ム
置
）
が
統
一
的
に
語
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
こ
ろ
　
　
も
も
へ
も
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
も
　
も
　
も
ヘ
　
ヘ
へ
も
へ

れ
て

おり
、
特
に
、
「
精
神
」
に
対
す
る
「
霊
魂
」
の
圧
倒
的
優
位
が
語
ら
れ
て
お
り
、
後
に
、
「
無
底
」
と
「
霊
魂
」
と
の
連
関
を
見
る
上
で
極
め
て

重
要な
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
故
に
、
こ
の
「
区
別
」
の
概
要
の
み
を
記
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
人
間
の精
神
は
、
最
深
の
実
在
性
か
ら
、
神
へ
連
な
る
「
霊
魂
」
の
高
み
へ
と
次
の
如
き
分
節
を
有
す
る
。
（
1
）
「
情
動
」
（
φ
①
旨
口
鋳
”
情
緒
）
は
、

　
シ
ェ

リ
ン
グ
『
自
由
論
』
再
考
⇔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
三



り
働
ー
移
㎞
L

面

繍
，
1
1
7
舗
／
a
　
／

　
　

　
　
　
＼
　
、
的
M
㎜
㎞
離
④

ー
ー

ー

U

㎏
舳
1

甜
G
1
1

舳
㎝
G
m

り
㎏
㏄
6
W

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
九
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ぐー
）
「
憧
憬
」
、
内
的
重
力
（
ω
o
げ
≦
o
鼻
冨
津
）
と
し
て
の
「
憂
欝
」

／
の
　
　
（
ω
量
善
・
×
生
命
の
・
悪
」
（
芽
一
暮
量
（
・
）
・
肇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

　
　
　
　
煎
　
　
　
　
　
　
欲望
、
欲
情
」
　
（
ω
ロ
o
げ
F
】
W
o
鵯
o
巳
ρ
U
口
ω
け
）
「
存
在
へ
の
飢
餓
」

　
　
　
　
C
（
缶
§
σ
q
霧
ロ
ロ
。
：
§
ω
§
）
、
（
川
m
）
「
感
置
（
O
§
9
に
分

　　　塩　
　
節
・
窒
（
・
濤
替
祭
・
義
意
・
（
・
・
α
・
・
暑
量

　　
　
B
2
　
　
　
　
　
　
（
”
1
1
）
特
に
限
定
さ
れ
ぬ
「
自
由
」
、
　
（
血
）
「
悟
性
」
の
3
つ
に
分
節

　
　
　
　
ま
ヘ
へ
も
へ
も
へ
も
へ
も
へ
も
ヘ
ヘ
へ
も

，
　
　
　
N
　
　
　
　
　
　
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
「
人
間
的
精
神
の
最
も
深
い
本
質
は
狂
気
（
芝
卑

％　
詑
　
　
ぢ
・
巨
）
で
蓉
・
と
か
．
悟
性
の
吉
は
舞
で
あ
る
・
（
ψ
謡

　
　
　
　く
　
〉
　
　
　
ミ
O
）
ー
も
し
「
霊
魂
」
と
の
連
関
が
失
な
わ
れ
る
な
ら
ば
ー
と

ロ
ユ
ゐ
ロ
　
　
　
　
　
ム
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
こ
ろ

／
図
い
う
大
担
な
言
葉
は
、
重
要
で
あ
る
。
（
3
）
「
霊
魂
」
は
も
は
や
、

　
　
　
　
　
　
く
　
　
　
　
そ
の
う
ち
だ
け
で
分
節
さ
れ
る
階
梯
を
も
た
ず
、
（
1
）
や
（
2
）
と
の

　
　　
皿
　
　
　
　
　
　
　
連
関
が
雷
需
術
」
や
「
学
」
、
「
宗
教
」
と
し
て
論
じ
ら
れ
る
。
霊
魂

　
　
　
節
地
　
　
　
　
　
　は
、
「
人
格
」
以
上
の
「
非
人
格
性
」
（
O
起
o
誘
α
巳
圃
舞
臥
け
）
、
　
「
知

　
　
　U
　
　
　
　
　
　
　
る
」
必
要
の
な
い
「
知
」
そ
の
も
の
、
「
善
」
「
美
」
と
等
置
さ
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
へ
　
　
　
る
　
　
　
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

畢寛
、
「
霊
魂
の
本
質
は
愛
で
あ
る
」
（
ω
゜
＜
H
H
ミ
Q
。
）
と
云
わ
れ
る
。

以
上
の
論
述
を
考
慮
し
た
上
で
、
後
の
「
無
底
」
と
の
閑
連

り
　
　
　
　
　
　
の
た
め
に
も
、
次
の
如
き
簡
単
な
図
を
挙
げ
て
お
こ
う
。

㎏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
こ
ろ

㏄
　
　
　
　
　
　　
「
霊
魂
」
に
つ
い
て
は
自
由
論
に
於
い
て
、
第
1
4
節
（
§
1
4
＞

1
　
　
　
　
　
　
の
終
り
に
突
如
と
し
て
次
の
如
く
語
ら
れ
る
。

「こ
の
分
開
の
う
ち
で
、
従
つ
て
自
然
的
根
底
の
深
み
か
ら
、
諸



　
　
ヘ
　
ミ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
エ
ソ
ト
ツ
ユ
テ
じ
エ
ソ
　
　
　
　
も
　
も
　
へ
　
も
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
　
へ

力
の
中
心
点
と
し
て
生
起
し
て
来
る
生
き
た
紐
帯
（
切
碧
山
）
は
霊
魂
（
ω
①
色
o
）
で
あ
る
。
根
源
的
悟
性
は
、
霊
魂
を
、
自
分
か
ら
独
立
し
た
根
底
か
ら

内
的
な
も
の
と
し
て
浮
か
び
上
ら
せ
て
く
る
の
で
あ
る
か
ら
、
霊
魂
は
、
ま
さ
し
く
そ
れ
故
に
、
そ
れ
自
身
悟
性
か
ら
独
立
し
た
ま
ま
で
あ
り
、
一
つ

へ
　
　
　
も
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
カ
　
　
　
も
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

の

特
別な
そ
れ
自
身
だ
け
で
存
在
す
る
本
質
（
存
在
者
）
（
Φ
貯
げ
Φ
ω
o
昌
酔
o
ω
巨
α
隷
厭
ω
圃
魯
げ
o
ω
審
冨
5
α
o
ω
ミ
①
ω
9
）
と
し
て
、
あ
る
の
で
あ
る
」

（
強
調
筆
者
周
゜
≦
目
゜
。
8
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　こ
の
文
を
く
図
1
V
と
比
べ
て
戴
き
た
い
。
霊
魂
（
1
）
の
悟
性
（
H
）
か
ら
の
独
立
性
が
、
し
か
も
根
底
（
皿
）
の
深
み
か
ら
、
内
的
生
命

　
　
　
へ
　
　
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も
　
　
へ

の

紐帯
（
A
と
B
と
の
間
の
）
と
し
て
、
即
ち
、
∬
と
皿
と
を
貫
く
中
心
線
と
し
て
生
成
し
て
来
る
こ
と
、
更
に
「
一
つ
の
特
別
な
独
自
に

存
立
す
る
本
質
」
（
W
）
ー
こ
れ
は
明
ら
か
、
に
「
無
底
」
の
記
述
と
対
応
す
る
ー
で
あ
る
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
る
。
1
と
W
と
の
云
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

ぱ

不
思
議な
逆
対
応
が
、
我
々
の
《
地
》
の
主
題
で
あ
る
。

　と
こ
ろ
で
「
か
の
憧
憬
の
言
葉
」
を
発
す
る
の
は
「
永
遠
の
精
神
」
（
国
゜
＜
目
。
。
①
H
）
で
あ
る
と
云
わ
れ
る
。
（
こ
こ
に
は
、
所
謂
父
・
子
・
霊
の
三

一
性
の

反
映も
み
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
、
〈
図
1
V
で
は
、
A
と
B
と
の
内
的
統
一
と
し
て
再
び
口
（
A
）
の
頂
点
を
な
す
よ
う
な
神
の
精
神
に
相
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
も

す
る
だ
ろ
う
。
）
こ
の
精
神
は
、
コ
精
神
そ
れ
自
身
が
そ
れ
で
あ
る
愛
に
動
か
さ
れ
て
」
元
初
的
自
然
（
根
底
B
）
の
内
へ
「
言
葉
」
を
「
発
言
」
（
四
q
ω
甲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も

や器
o
冨
ロ
）
す
る
、
そ
う
す
る
と
「
悟
性
は
、
憧
憬
と
相
合
し
て
、
自
由
に
創
造
す
る
全
能
の
意
志
と
な
り
、
元
初
に
は
無
規
則
で
あ
っ
た
自
然
を
、

　
　
エ
　
レ
　
メ
　
ソ
　
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
も
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

自
分
固
有
の
本
領
（
囲
o
ヨ
o
暮
）
、
或
は
道
具
と
し
て
形
成
作
用
を
学
む
」
（
P
P
9
）
の
で
あ
る
。
精
神
の
発
言
の
内
的
源
泉
に
「
愛
」
（
A
と
B
と
の
結

合を
促
す
）
が
あ
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

　さ
て
元
初
的
自
然
か
ら
の
創
造
及
び
そ
の
根
源
的
動
性
は
、
A
と
B
と
の
「
二
重
の
原
理
」
（
国
゜
＜
目
ω
O
b
。
）
、
即
ち
、
悟
性
（
言
葉
）
・

光
の
原
理
と
憧
恨
・
闇
の
原
理
と
の
云
わ
ば
逆
対
応
的
関
係
に
よ
っ
て
貫
か
れ
て
い
る
。
ど
こ
ま
で
も
自
己
自
身
の
内
に
閉
じ
籠
も
ろ
う

と
す
る
憧
憬
の
抵
抗
（
根
底
の
深
化
）
に
対
応
し
て
、
悟
性
の
光
が
根
底
の
闇
の
内
に
深
く
射
し
込
む
程
度
に
比
し
て
、
一
層
大
き
な
諸
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

の

分開
（
決
開
）
が
促
さ
れ
、
諸
力
の
紐
帯
が
解
き
ほ
ぐ
さ
れ
、
実
存
の
拡
充
と
統
一
の
高
揚
が
現
わ
れ
て
来
る
。
こ
の
生
け
る
自
然
の
動

　
　　
シ
ェ
リ
ソ
グ
『
自
由
論
』
再
考
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
五



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
へ

性
（
創
造
）
の
究
極
は
、
光
が
闇
の
最
深
の
極
に
ま
で
到
適
し
、
　
「
諸
力
の
最
高
の
分
開
」
に
於
い
て
「
元
初
的
な
暗
黒
性
の
最
内
奥
且
最

へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も

深
の点
」
が
光
へ
と
全
く
「
浄
化
」
（
＜
興
匹
9
3
「
Φ
『
透
明
化
）
さ
れ
る
と
き
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
他
な
ら
ぬ
「
人
間
に
於
い
て
」
の
み
「
起

こ
る
」
（
α
q
O
ω
O
げ
μ
Φ
ゴ
け
H
ッ
゜
ノ
N
国
　
Q
Q
①
Q
◎
）
の
で
あ
る
。
次
の
文
は
決
定
的
で
あ
る
。

　
　　
「
（
1
）
人
間
の
う
ち
に
こ
そ
暗
闇
の
原
理
の
全
威
力
（
寓
p
o
窪
）
が
存
在
す
る
と
同
時
に
、
そ
の
同
じ
人
間
の
う
ち
に
こ
そ
光
の
全
勢
力
（
国
周
躰
）
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　

存
在す
る
。
（
2
）
人
間
の
う
ち
に
は
、
最
深
の
深
淵
と
最
高
の
天
空
と
が
、
も
し
く
は
双
方
の
中
心
が
存
在
す
る
（
ぎ
ぎ
日
随
露
亀
臼
け
剛
⑦
け
8
b
げ
・

　
α
q凄
昌
α
巨
ユ
画
雪
ゴ
α
o
ず
ω
け
o
国
凶
ヨ
ヨ
o
㌍
o
ロ
霧
げ
Φ
罷
Φ
O
⑦
馨
鎚
）
。
（
3
）
人
間
の
意
志
は
、
神
の
萌
芽
1
ま
だ
根
底
の
う
ち
に
存
す
る
に
す
ぎ
な
い

　
　
　
　
も
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も

　
神
の
、
永
遠
の
憧
憬
の
う
ち
に
隠
さ
れ
た
萌
芽
ー
で
あ
る
、
神
が
自
然
へ
の
意
志
を
固
め
た
と
ぎ
に
認
め
た
、
深
み
の
う
ち
に
閉
ざ
さ
れ
た
神
的
生

　
命
の
閃
光
（
い
Φ
げ
9
ω
三
畠
）
で
あ
る
。
　
（
4
）
彼
（
人
間
）
の
う
ち
に
於
い
て
の
み
神
は
世
界
を
愛
し
た
、
そ
し
て
、
憧
憬
が
光
と
の
対
立
に
入
っ
た
と

　
き
、
憧
憬
を
そ
の
中
心
に
於
い
て
捉
え
た
の
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
こ
の
神
の
似
姿
（
国
げ
O
口
げ
出
α
）
で
あ
っ
た
」
（
文
の
番
号
及
び
強
調
筆
者
即
く
目
。
。
O
。
。
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ソ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

　こ
の
文
章
は
自
由
論
の
核
心
部
中
の
核
心
で
あ
る
。
（
1
）
の
二
つ
の
「
全
力
」
（
象
o
α
q
鋤
コ
N
Φ
窓
帥
o
耳
“
臼
o
α
q
9
ロ
N
Φ
捧
曽
津
）
の
「
力
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

の

意
味
の

異同
は
判
然
と
し
な
い
が
、
重
要
な
の
は
、
む
し
ろ
「
全
力
」
の
「
全
」
で
あ
ろ
う
。
闇
も
光
も
各
々
全
体
丸
ご
と
底
脱
け
に

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も
　
　
へ

人間
の
う
ち
に
あ
る
。
光
と
闇
、
高
さ
と
深
さ
と
の
逆
対
応
的
両
極
性
の
揚
が
人
間
な
の
で
あ
る
。
（
2
）
で
、
　
「
双
方
の
中
心
」
ー
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

れ
は
〈
図
1
＞
の
a
と
b
の
点
に
対
応
す
る
が
ー
と
云
わ
れ
る
が
、
　
「
深
淵
と
天
空
」
は
別
々
（
複
数
扱
い
）
で
は
な
く
て
、
あ
く
ま
で

　
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

ひと
つ
の
も
の
、
即
ち
、
《
根
底
の
深
淵
と
言
葉
の
至
高
性
》
と
の
「
自
由
な
る
紐
帯
」
角
゜
＜
H
H
。
。
誤
）
と
し
て
徹
見
さ
れ
て
い
る
。
『
S

　
　
　
　
　
　
　
こ
　
こ
　
ろ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ

私講
』
で
は
、
　
「
霊
魂
は
人
間
の
内
な
る
天
空
で
あ
る
」
（
ω
゜
　
ノ
N
同
H
　
膳
刈
H
）
と
語
ら
れ
る
。
（
3
）
及
び
（
4
）
で
は
大
胆
に
も
、
　
「
人
間
の
意

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
　
　
へ

志
」
髄
「
神
の
萌
芽
」
（
B
の
A
）
n
「
神
的
生
命
の
閃
光
」
”
「
神
の
似
姿
」
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
か
の
謎
の
言
葉
の
発
言
の
隠
れ
た
る
根

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も
　
　
た
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
あ
　
　
も
　
　
へ

源
的
源泉
と
し
て
の
「
愛
」
は
、
実
に
、
初
め
か
ら
、
神
の
自
己
啓
示
と
し
て
の
創
造
の
元
初
に
於
い
て
、
既
に
人
間
の
存
在
を
予
想
せ

、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

ず
に
お
れ
な
か
っ
た
と
い
う
驚
く
べ
き
思
想
が
こ
こ
に
語
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
人
間
が
神
の
愛
の
場
所
、
創
造
の
中
心
、



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

世界
の
場
所
と
な
る
！
　
「
人
間
」
1
1
「
神
ー
内
－
存
在
」
（
H
p
－
0
9
学
ω
臨
昌
゜
可
゜
＜
昌
ら
H
H
）
の
中
心
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
へ

　こ
の
創
造
の
場
所
（
中
心
）
と
し
て
の
人
間
は
、
　
『
自
由
論
』
の
テ
キ
ス
ト
の
上
で
は
、
紐
帯
と
し
て
の
言
葉
に
対
応
す
る
だ
ろ
う
（
o
囲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

ω
＜
目
濠
b
。
）
。
少
く
と
も
、
人
間
と
言
葉
と
の
不
思
議
な
等
根
源
性
は
、
幾
重
も
の
問
い
を
呼
び
超
こ
し
て
来
る
（
後
述
「
無
底
」
参
照
）
。

　
　　
「
発
言
さ
れ
た
（
実
在
的
な
）
言
葉
は
、
た
だ
光
と
暗
黒
（
母
音
と
子
音
）
と
の
統
一
の
う
ち
に
の
み
存
在
す
る
。
…
…
そ
し
て
言
葉
は
、
人
間
に
於
い

　
て
初
め
て
完
壁
に
発
言
さ
れ
る
」
（
国
．
　
く
H
H
　
Q
Q
O
Q
o
）
。

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　こ
の
「
言
葉
」
（
の
発
言
）
を
導
き
と
し
て
、
遂
に
、
自
由
論
核
心
部
の
結
論
が
次
の
如
く
出
さ
れ
る
。

　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ク
ト
ウ

　
　　
「
か
く
て
、
発
言
さ
れ
た
言
葉
の
う
ち
に
は
、
精
神
が
、
即
ち
、
現
勢
的
に
実
存
す
る
も
の
と
し
て
の
神
が
自
己
を
啓
示
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
、

　

霊魂
が
双
方
の
原
理
の
生
き
た
同
一
性
で
あ
る
と
き
、
そ
れ
は
精
神
で
あ
る
。
そ
し
て
、
精
神
は
神
の
う
ち
に
存
在
す
る
。
と
こ
ろ
で
も
し
も
人
間
の

　
精
神
の
う
ち
で
、
双
方
の
原
理
の
同
一
性
が
、
神
の
う
ち
と
同
様
に
解
き
難
い
（
q
目
窪
自
0
3
ω
一
圃
O
ず
）
も
の
で
あ
っ
た
と
し
た
ら
、
〔
神
と
人
間
と
の
〕
区
別

　
は
、
存
在
し
な
い
で
も
あ
ろ
う
、
即
ち
、
精
神
と
し
て
の
神
は
、
啓
示
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
故
に
神
の
う
ち
で
は
固
有
の
分
離
不
可
能
（
§
N
Φ

　
誹
器
巳
剛
o
げ
）
な
そ
の
統
一
は
、
人
間
に
於
い
て
は
分
離
可
能
（
N
o
答
話
巳
団
o
げ
）
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ー
そ
し
て
、
こ
れ
が
、
善
と
悪
と
の
可
能

　
性
（
陸
o
罎
α
o
q
腎
冥
o
津
伍
窃
O
口
け
①
ロ
巨
傷
ユ
o
ω
切
α
ω
o
口
）
な
の
で
あ
る
」
（
即
く
昌
ω
罐
§
1
5
最
終
文
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　こ
の
結
論
部
を
極
め
て
単
純
に
要
約
す
れ
ば
、
精
神
と
し
て
の
神
の
自
己
啓
示
（
馳
実
存
）
に
は
、
両
原
理
の
紐
帯
と
し
て
の
言
葉
が
必

要
であ
り
、
こ
の
言
葉
（
生
き
た
同
一
性
”
統
一
）
は
、
神
の
う
ち
で
は
裂
け
難
く
結
合
し
て
い
る
が
、
し
か
し
、
ま
さ
し
く
人
間
に
於
い

て
は
、
両
原
理
の
自
由
な
る
紐
帯
と
し
て
、
分
離
可
能
な
る
、
破
れ
う
る
、
裂
け
う
る
言
葉
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
更
に
短
か
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ミ

「核
心
」
の
結
論
を
言
え
ば
、
畢
究
、
言
葉
こ
そ
自
由
の
可
能
性
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

　
だが
、
言
葉
と
は
、
そ
れ
自
身
、
既
に
常
に
、
分
離
可
能
性
（
「
一
切
の
区
別
可
能
性
」
　
〈
β
。
一
δ
d
茸
興
ω
o
げ
o
置
び
母
犀
〇
一
け
V
　
ψ
＜
目

　
　　
シ
ェ
リ
ソ
グ
『
自
由
論
』
再
考
⇔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
七



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
九
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
も

澹
b
。
）
を
孕
む
も
の
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
「
光
あ
れ
」
と
言
わ
れ
た
神
の
言
葉
は
、
ま
さ
し
く
、
最
初
の
言
葉
、
元
初
（
諺
藍
碧
α
q
門

ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
セ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

開
始
）
の
言
葉
と
し
て
、
既
に
、
《
区
別
あ
れ
》
と
い
う
事
自
体
（
根
源
意
志
・
命
令
の
元
初
的
二
元
性
）
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
へ

だと
す
る
と
、
か
の
区
別
、
即
ち
、
実
存
と
根
底
と
の
区
別
そ
れ
自
身
は
、
一
体
、
何
の
た
め
で
あ
り
、
何
に
根
ざ
す
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
こ
に
、
我
々
は
、
自
由
論
の
「
全
探
究
の
最
高
点
」
（
H
ッ
゜
　
ノ
N
H
H
　
蔭
O
①
）
と
し
て
の
「
無
底
」
（
d
昌
鴨
自
山
）
の
問
題
に
直
面
す
る
の
で
あ

る
。

㈹

　自
由
論
に
於
い
て
「
無
底
」
が
論
究
さ
れ
る
箇
所
は
、
最
終
の
第
七
群
（
§
4
2
－
4
9
、
就
中
§
4
3
と
4
4
）
で
あ
り
、
そ
こ
で
全
体
の
論
述

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

を
回
顧
し
な
が
ら
哲
学
の
体
系
（
実
は
同
時
に
宗
教
の
体
系
）
を
再
吟
味
す
る
ー
シ
ェ
リ
ソ
グ
自
身
も
自
覚
せ
ざ
る
「
挫
折
」
（
国
゜
H
O
。
。
）

の

反
映も
あ
っ
て
の
故
か
1
如
き
論
調
の
下
に
、
　
「
無
底
」
が
語
り
出
さ
れ
る
。
先
ず
、
短
い
4
2
節
に
於
い
て
、
実
存
と
根
底
と
の
か

の

区別
は
一
体
「
何
の
た
め
」
（
≦
o
N
⊆
吋
）
か
と
問
い
直
し
、
双
方
の
「
共
通
の
中
心
点
」
爲
゜
＜
閏
幽
8
）
が
存
在
し
な
い
か
（
と
す
れ
ば

絶
対
の

二
元論
）
、
或
は
、
存
在
す
る
か
（
と
す
れ
ば
「
光
と
闇
、
善
と
悪
と
の
絶
対
的
同
一
性
）
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
が
如
何
！
　
と
い

う
ア
ポ
リ
ア
が
提
出
さ
れ
、
こ
れ
を
解
く
た
め
に
「
無
底
」
が
、
初
め
て
、
次
の
如
く
、
語
り
出
さ
れ
る
。

　　
　
「
即
ち
、
す
べ
て
の
根
底
以
前
に
（
＜
o
鴎
巴
一
①
日
O
昌
巳
）
、
す
べ
て
の
実
存
す
る
も
の
以
前
に
、
従
っ
て
、
総
じ
て
す
べ
て
の
二
元
性
の
以
前
に

　
（
＜
o
「
巴
δ
吋
U
§
俸
馨
）
、
一
つ
の
本
質
（
①
冒
白
Φ
ω
①
『
存
在
者
考
）
が
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
こ
れ
は
元
底
（
q
穏
α
q
旨
巳
）
或
は
む
し
ろ
無
底

　
（
q
旨
α
q
旨
民
）
と
呼
ば
れ
る
以
外
に
何
と
呼
ば
れ
得
よ
・
2
（
強
調
原
文
戸
く
目
合
①
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　こ
の
原
文
強
調
ー
根
底
「
以
前
」
と
「
無
底
」
1
か
ら
直
ち
に
明
ら
か
な
こ
と
は
、
「
無
ー
底
」
　
（
q
旨
鴨
巷
α
）
の
「
無
」
（
q
ロ
・
〉



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

と
は
、
　
「
元
ー
底
」
の
「
元
」
律
”
根
源
）
で
あ
り
、
同
時
に
《
以
前
》
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
実
は
、
こ
の
無
底
の
命
名

（昌

o呂
o
昌
）
に
は
、
4
1
節
の
最
終
文
ー
創
造
過
程
の
全
論
述
の
終
り
に
於
い
て
、
「
啓
示
の
終
局
」
を
見
据
え
な
が
ら
、
次
の
如
く
出
さ

　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

れる
ひ
と
つ
の
問
い
に
呼
応
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
　　
「
即
ち
、
（
1
）
精
神
す
ら
も
ま
だ
最
高
の
も
の
で
は
な
い
、
そ
れ
は
単
に
精
神
、
即
ち
、
愛
の
息
吹
（
α
o
「
缶
碧
o
げ
α
霞
い
凶
o
げ
o
）
に
す
ぎ
な
い
。

　

（2
）
愛
こ
そ
は
、
し
か
し
、
最
高
の
も
の
で
あ
る
。
（
3
）
愛
は
、
根
底
と
そ
し
て
実
存
者
と
が
、
（
分
離
さ
れ
た
も
の
と
し
て
）
存
在
し
て
い
た
以
前
に
、

　
現
に
存
在
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
ま
だ
愛
と
し
て
存
在
し
て
い
た
の
で
は
な
い
、
そ
う
で
な
く
て
1
如
何
に
我
々
は
そ
れ
を
言
い
表

　
わ
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
」
（
強
調
原
文
、
文
の
番
号
付
け
筆
者
周
゜
≦
目
合
甲
き
①
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　こ
の
三
つ
の
文
は
、
絶
妙
な
連
結
を
示
し
て
い
る
。
精
神
（
荊
邑
ミ
”
風
）
は
「
愛
の
息
吹
」
に
す
ぎ
な
い
と
、
先
ず
、
精
神
以
上
（
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
（
1
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

前？
）
の
愛
の
根
源
性
を
（
1
）
で
語
り
、
（
2
）
の
「
最
高
」
か
ら
（
3
）
の
「
以
前
」
へ
と
急
転
直
下
し
、
そ
の
う
え
で
、
「
愛
と
し
て
」
の

　
、
、
、
（
1
7
V

「と
し
て
」
を
逆
方
向
か
ら
問
う
よ
う
な
微
妙
な
連
結
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　愛
は
根
底
以
前
に
現
に
存
在
し
て
い
た
。
愛
と
し
て
で
は
な
い
が
、
や
は
り
愛
で
あ
る
こ
と
は
、
決
定
的
に
重
大
な
こ
と
で
は
な
か
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
も

う
か
。
先
の
沈
黙
と
同
様
に
微
妙
な
差
異
の
問
題
で
あ
る
。
愛
と
愛
“
非
同
一
性
。

　
　
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
《愛
と
し
て
》
で
な
い
愛
、
云
わ
ば
、
愛
な
ら
ざ
る
愛
が
、
根
底
以
前
の
元
底
、
否
、
《
無
底
と
命
名
さ
れ
る
》
と
い
う
こ
と
、
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

こ
と
と
、
か
の
「
核
心
部
」
の
我
々
の
結
論
《
言
葉
こ
そ
自
由
の
可
能
性
で
あ
る
》
と
い
う
こ
と
と
の
間
に
は
、
或
る
不
思
議
な
対
応
が

潜
ん
で
いる
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
《
と
し
て
》
は
言
葉
に
、
《
以
前
》
は
沈
黙
に
対
応
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
ヘ
　
　
　
ミ
　
　
　
も
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
も

　
　
そ
れ
に
し
て
も
、
か
の
結
論
を
や
や
拡
張
す
る
と
、
言
葉
（
紐
帯
に
し
て
コ
ブ
ラ
）
の
源
泉
と
し
て
の
愛
が
善
と
悪
の
可
能
性
で
あ
る
、
即
ち
、
言
葉

　

（
愛
）
が
自
由
（
悪
）
の
可
能
性
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
そ
う
す
る
と
、
こ
れ
は
極
め
て
際
ど
い
危
機
（
閑
ユ
ω
♂
o
h
°
周
゜
＜
昌
ω
8
）
を
孕
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
こ
ろ
コ
　
　
　
　
　

　
こ
と
に
な
ら
ぬ
だ
ろ
う
か
。
だ
が
、
ま
さ
し
く
、
こ
こ
に
於
い
て
、
愛
と
精
神
、
霊
魂
と
精
神
と
の
決
定
的
区
別
が
問
わ
れ
る
所
以
が
存
す
る
の
で
あ

　
　　
シ
ェ
リ
ソ
グ
『
自
由
論
』
再
考
⇔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
九



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
一
〇
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
　
　
　
　
　
　
、
、
　
　
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、
、
、
　
（
1
8
）

　
る
。
精
神
は
、
我
性
の
原
理
・
意
志
と
存
在
の
原
理
で
あ
る
、
〔
悪
の
深
い
精
神
性
参
照
。
〕
し
か
る
に
、
「
愛
は
自
己
自
身
か
ら
存
在
す
る
こ
と
は
な
い
。

　

存在
（
ω
o
旨
）
は
所
有
性
（
ω
臥
昏
〇
一
け
）
、
我
執
（
田
鴨
島
o
同
け
）
、
隔
離
で
あ
る
。
し
か
し
、
愛
は
我
執
の
無
（
号
ω
2
ざ
窪
ω
9
国
゜
）
で
あ
る
」
（
＜
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

　
b
。
】

O≦b
°
H
謁
）
。
〔
§
2
0
段
落
に
於
け
る
愛
の
《
山
器
宅
幽
鱒
o
巳
9
。
ω
゜
。
⑦
昌
幽
Φ
ω
O
崔
”
α
①
ω
》
の
《
冨
ω
ω
8
》
は
意
味
深
い
、
国
゜
＜
目
ω
胡
参
照
。
〕
根
底

　
　
（
1
1
自
己
閉
鎖
性
の
我
意
、
又
自
己
惹
起
ω
o
ぎ
鴇
§
臨
。
ぽ
§
α
q
o
快
閂
く
H
H
Q
。
刈
O
）
以
前
の
《
無
・
底
》
の
《
無
》
は
、
ま
さ
し
く
、
こ
の
「
我
執
の

　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

　
無
」
に
対
応
す
る
。
愛
と
し
て
の
無
底
は
、
云
わ
ば
、
一
切
の
も
の
の
《
地
》
と
し
て
、
｝
切
を
超
え
包
み
な
が
ら
自
ら
戸
無
」
の
如
き
も
の
で
は
な

　
か
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ
　
も
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
ヘ
　
　
　
ポ
　
レ
　
モ
　
ス

　こ
の
「
無
」
の
如
き
愛
は
、
直
接
的
で
は
な
い
が
、
云
わ
ば
離
接
的
に
（
＆
ω
冒
艮
菖
く
o
h
°
国
゜
＜
目
合
刈
）
、
偉
大
な
る
斗
争
（
ミ
N
餐
8
“

国興
p
犀
ま
】
W
°
朝
ω
”
o
h
°
口
゜
H
り
朝
）
ー
自
由
（
善
と
悪
の
可
能
性
）
を
孕
ん
で
い
る
。
自
由
と
無
底
（
愛
）
と
の
関
連
を
見
る
た
め
に
も
、
我

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

々
は
、
こ
こ
で
、
シ
ェ
リ
ン
グ
が
「
人
間
的
本
質
の
根
源
的
未
決
定
性
」
（
象
Φ
e
R
の
鴇
口
口
α
q
ぽ
げ
Φ
d
ロ
Φ
昌
雷
o
匡
①
山
o
づ
げ
Φ
詳
畠
Φ
ω
目
①
昌
ω
o
－

巨
圃
o
げ
①
昌
毒
Φ
ω
Φ
昌
ω
゜
男
゜
＜
H
目
ω
。
。
b
。
）
と
呼
ん
だ
、
も
う
ひ
と
つ
別
の
「
自
由
」
（
出
゜
の
第
七
の
自
由
）
概
念
を
瞥
見
し
て
お
こ
う
。

　
　　
「
人
間
は
、
善
と
悪
と
へ
の
自
己
運
動
の
源
泉
（
ω
〇
一
ぴ
ω
け
げ
Φ
≦
O
o
q
口
昌
簡
四
ω
ρ
口
〇
一
一
〇
）
を
平
等
に
（
σ
q
巨
o
げ
巽
≦
Φ
剛
器
）
自
己
の
う
ち
に
も
つ
と
こ
ろ
の
、

　
　
　
　
へ
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も

　

か

の

頂
上

（
O帯
h
9
に
立
た
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
人
間
の
う
ち
の
諸
原
理
の
紐
帯
は
、
必
然
的
な
も
の
で
は
な
く
て
、
ひ
と
つ
の
自
由
な
紐
帯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
へ

　
な
の
で
あ
る
。
人
間
は
、
分
岐
点
（
ω
O
犀
Φ
凶
山
⑦
も
口
葺
）
に
立
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
を
選
ぼ
う
と
も
、
そ
れ
は
彼
の
行
（
日
⇔
け
）
と
な
ろ
う
。
し
か
し
、
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゐ
　
　
る
　
　
へ

　
間
は
未
決
定
の
う
ち
に
と
ど
ま
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
神
は
必
然
的
に
自
己
を
啓
示
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
創
造
に
於
い
て
は
、
総
じ
て
曖
昧
な

　
　
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

　
も
の
（
N
≦
Φ
達
o
ロ
菖
σ
q
Φ
ω
）
は
何
ひ
と
つ
残
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
人
間
は
、
や
は
り
ま
た
、
そ
の
未
決
定
性
か
ら
外

　　
へ
踏
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
、
な
ぜ
な
ら
、
未
決
定
性
と
は
そ
う
し
た
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
」
（
強
調
筆
者
，
＜
H
H
。
。
謡
o
捗

　
゜
。

切
゜
。
）
。

　こ
の
「
頂
上
」
や
「
分
岐
点
」
が
、
自
由
論
の
核
心
主
題
、
即
ち
、
「
善
と
悪
と
の
能
力
」
（
§
8
、
1
4
－
1
5
、
即
5
H
Q
。
認
）
と
し
て
の

へ
　
　
も
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

か

の
「自
由
」
の
鋭
い
高
さ
を
表
わ
す
と
す
れ
ぱ
、
こ
の
「
未
決
定
性
」
は
、
自
由
の
頂
き
を
支
え
る
拡
い
裾
野
の
如
き
、
自
由
の
深
い



　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

背
景
（
「
平
等
し
無
差
別
性
）
、
然
り
、
自
由
の
《
地
》
の
如
き
も
の
を
指
し
示
す
で
あ
ろ
う
。
こ
の
《
地
》
（
背
景
）
な
し
に
は
、
「
人
間
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
も

自
己
決
定
」
角
゜
＜
昌
Q
。
。
。
α
）
（
自
由
）
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
（
こ
の
広
大
な
裾
野
の
探
究
が
後
期
の
神
話
論
と
な
る
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
人間
存
在
の
根
源
的
開
始
性
（
諺
コ
融
昌
σ
身
ぎ
げ
犀
皿
怠
元
初
性
）
1
「
人
間
は
時
間
の
中
に
生
れ
な
が
ら
、
し
か
も
創
造
の
元
初
（
中
心
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

のう
ち
へ
と
創
り
出
さ
れ
て
い
る
」
　
（
，
＜
閏
。
。
Q
。
α
）
、
従
っ
て
「
人
間
は
、
…
…
自
由
で
あ
り
、
そ
れ
自
身
永
遠
的
な
始
源
（
沖
Φ
凶
q
巳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

器
ぎ
9
①
註
α
q
興
諺
ロ
富
昌
α
q
）
で
あ
る
」
萄
゜
＜
閏
。
。
。
。
①
）
と
い
う
こ
と
ー
は
、
　
「
か
の
頂
上
」
と
こ
の
「
創
造
の
元
初
（
中
心
）
」
と
が
直

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ノ
タ
ロ
ペ
ネ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

結さ
れ
る
よ
う
な
「
時
の
始
源
（
注
意
、
時
の
中
に
あ
ら
ず
）
」
（
ψ
＜
肖
お
。
。
）
を
、
人
間
が
｝
瞬
た
り
と
も
離
れ
る
こ
と
が
な
い
と
い
う

こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
し
か
し
、
こ
の
根
源
的
開
始
性
と
根
源
的
未
決
定
性
と
は
、
ま
さ
し
く
表
裏
一
体
の
逆
対
応
性
を
な
し
て
い
る
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

はな
か
ろ
う
か
。
未
決
定
性
は
開
始
性
（
自
由
）
の
《
地
》
を
な
す
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
ゐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
へ
　
　
　
も

　し
か
し
、
開
始
性
と
未
決
定
性
は
、
ど
こ
ま
で
も
、
絶
対
的
に
非
同
一
で
あ
る
。
開
始
性
（
自
由
）
に
は
根
拠
（
根
底
）
が
存
在
し
て
は
な

も
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

ら
な
い
。
自
由
の
脱
底
性
（
諺
ぴ
－
∩
甲
目
口
信
口
α
）
ー
エ
ア
ラ
ン
ゲ
ン
講
義
に
は
、
「
か
の
深
淵
的
自
由
」
Q
Φ
口
o
㊤
び
σ
q
議
旨
臼
8
ロ
o
寄
o
貯
Φ
淳
H
メ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
も

b
。b
。『
）
と
い
う
語
あ
り
ー
が
、
《
地
》
の
モ
チ
ー
フ
を
促
す
の
で
あ
る
。
即
ち
、
こ
こ
に
於
い
て
、
根
底
以
前
の
《
無
－
底
》
（
d
亭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

鴨
¢
巳
）
が
、
根
源
的
自
由
（
開
始
性
）
の
《
地
》
と
し
て
主
題
化
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

　
先ず
、
§
4
3
1
4
4
の
「
無
底
」
の
記
述
の
概
要
を
次
の
如
く
、
ま
と
め
て
、
取
り
出
し
て
お
こ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヴ
エ
ロ
ゼ
ソ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヴ
ニ
ロ
ゼ
ソ

　

（1
）
無
底
は
、
根
底
以
前
の
「
ひ
と
つ
の
存
在
者
」
（
o
冒
毛
o
器
ロ
国
゜
＜
目
き
O
）
と
云
わ
れ
た
が
、
こ
の
《
≦
㊦
器
昌
》
は
「
本
質
」
で
も
あ
る
。
自
由

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も

　論
の
標
題
、
『
人
間
的
自
由
の
本
質
』
（
≦
①
o
。
o
口
）
は
、
同
時
に
盤
酬
底
」
の
「
本
質
」
で
も
あ
る
。
即
ち
、
「
根
底
の
本
質
（
卑
o
ω
窪
）
で
あ
り
、
ま
た

　

実存
す
る
も
の
の
本
質
で
あ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
は
、
ひ
と
え
に
た
だ
、
一
切
の
根
底
の
以
前
に
先
行
す
る
も
の
の
み
で
あ
り
、
従
っ
て
、
端
的
に

　　
　
シ
ェ
リ
ソ
グ
『
自
由
論
』
再
考
⇔
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
〇
一



一〇
二

見ら
れ
た
絶
対
者
（
α
四
ω
　
ω
巳
P
一
〇
〇
げ
け
犀
帥
口
　
び
O
け
吋
凶
O
ゴ
け
①
什
Φ
　
諺
げ
ω
〇
一
信
け
）
、
無
底
（
q
口
α
q
昌
昌
α
）
の
み
で
あ
る
」
（
強
調
原
文
（
男
≦
H
軽
ミ
酔
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヴ
エ
ゼ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
も
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゲ
サ
ヴ
ニ
ロ
ゼ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
　
　
も

　根
底
と
実
存
（
存
在
）
に
通
底
す
る
《
ミ
o
器
昌
》
は
、
存
在
（
ω
9
昌
）
の
絶
対
的
過
去
性
と
し
て
の
《
碧
－
≦
Φ
ω
。
口
》
で
あ
り
、
《
地
》
の
構
造
的
《
以

ヘ
　
　
へ前

性》
と
呼
応
す
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も
　
　
も

（2
）
（
a
）
無
底
は
実
存
と
根
底
と
の
「
同
一
性
」
で
は
な
く
て
、
「
双
方
の
絶
対
的
無
差
別
」
（
島
o
呂
ω
〇
一
暮
Φ
H
ロ
α
謀
Φ
噌
①
自
ぴ
Φ
置
興
団
゜
＜
目
き
O
）

　
　
　
　
へ
　
も
　
も
　
　
　
　
　
　
　
も
　
も
　
　
　
ヴ
ロ
ロ
ダ
　
ロ
ノ
ツ
ホ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
も
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

であ
り
、
双
方
の
端
的
な
否
定
（
薯
o
山
段
・
累
o
o
び
男
く
昌
合
刈
）
で
あ
る
。
差
別
の
無
差
別
。

「

無
差
別は
、
対
立
の
所
産
で
は
な
い
。
又
、
対
立
が
そ
の
う
ち
に
内
包
的
（
冒
且
坤
o
謬
Φ
）
に
含
ま
れ
て
い
る
の
で
も
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
て
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
へ
　
　
　
も

れは
、
一
切
の
対
立
を
離
れ
た
独
自
の
本
質
で
あ
り
、
一
切
の
対
立
は
そ
れ
に
当
っ
て
砕
け
る
（
Φ
ぎ
9
σ
q
口
o
ω
＜
o
口
巴
δ
ヨ
O
Φ
α
q
o
昌
ω
9
N
α
q
o
ω
o
ぼ
。
α
昌
o
ω

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も
　
　
へ

≦
o
器
P
き
ユ
o
ヨ
凶
頴
O
o
o
q
魯
鼠
け
N
Φ
匹
畠
げ
器
o
ゴ
窪
）
。
そ
れ
は
、
ま
さ
に
諸
対
立
の
非
存
在
（
2
帥
O
げ
け
ω
Φ
同
昌
）
に
他
な
ら
な
い
。
そ
れ
故
に
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

れは
、
ま
さ
に
無
述
語
性
（
団
鼠
9
冨
菖
o
段
器
同
け
）
と
い
う
述
語
以
外
に
は
、
な
ん
ら
の
述
語
を
も
有
せ
ず
、
そ
れ
で
い
て
無
で
も
怪
物
（
o
ぎ
2
甘
匿
の

o
Pωぎ
q
巳
言
α
q
）
で
も
な
い
の
で
あ
る
」
（
強
調
筆
者
男
゜
＜
目
お
e
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
へ
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も

（2
）
（
b
）
二
元
性
（
区
別
）
の
端
的
な
定
立
。
無
差
別
の
差
別
。

「
（
α
）
実
在
的
な
も
の
と
観
念
的
な
も
の
、
闇
と
光
、
或
は
こ
の
両
原
理
を
そ
の
ほ
か
に
ど
の
よ
う
に
言
い
表
わ
そ
う
と
も
、
と
に
か
く
、
そ
れ
ら

　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
へ

は
、
対
立
と
し
て
は
（
原
文
強
調
巴
の
O
Φ
σ
q
⑦
昌
ω
9
N
o
）
、
決
し
て
無
底
に
述
語
さ
れ
る
（
唱
鼠
砕
凶
風
魯
け
）
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
が
非
対

へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
カ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

立と
し
て
（
巴
ω
害
o
算
鳴
囎
ロ
ω
弩
器
）
、
即
ち
、
離
接
に
於
い
て
（
ぎ
ロ
窪
U
圃
旦
賃
巳
ハ
賦
o
ロ
）
、
又
、
各
自
が
各
自
だ
け
で
（
回
巴
⑦
ω
跨
同
ω
凶
魯
）
、
無
底

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

に

述
語さ
れ
る
二
と
は
牽
も
差
支
え
な
い
、
そ
れ
と
と
も
に
、
ま
さ
に
二
元
性
（
原
理
の
現
実
的
二
面
性
）
（
U
§
弊
弩
く
島
o
≦
凶
鱒
膏
げ
Φ
N
ミ
Φ
ま
o
謬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

山
o同

団昌
ロ
臥
且
8
V
）
が
定
立
さ
れ
る
。
無
底
そ
の
も
の
（
ω
Φ
一
げ
ω
け
）
の
う
ち
に
は
、
こ
の
こ
と
を
妨
げ
る
よ
う
な
も
の
は
何
も
な
い
。
…
…
（
中
略
）

　
　
　
　
も
　
も
　
　
　
ヤ
　
ヘ
　
　
　
　
ヴ
エ
け
ダ
ロ
　
ノ
ツ
ホ
　
　
　
　
ヘ
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
も
　
セ
　
も
　
も
　
　
　
ヘ
　
ヒ
　
も
　
　
　
も
　
も
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
　
へ
　
も
　
ヘ
　
へ
　
ゐ
　
も

（
β
）
非
ず
ー
非
ず
つ
望
巴
o
雫
累
o
o
げ
）
か
ら
、
も
し
く
は
、
無
差
別
か
ら
、
直
接
に
、
二
元
性
は
ど
っ
と
現
わ
れ
出
て
来
る
（
げ
ユ
o
窪
…
冨
類
o
こ
。
こ

　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ミ
　
　
へ

の

二
元性
（
H
）
5
四
一
一
け
似
け
）
は
対
立
（
O
Φ
o
q
Φ
ロ
ω
讐
N
）
と
は
全
く
別
の
も
の
で
あ
る
。
…
…
（
中
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
で
　
　
も
　
　
へ

（γ
）
そ
し
て
、
無
差
別
な
く
し
て
は
（
o
匿
ε
、
即
ち
無
底
な
く
し
て
は
（
o
ぎ
Φ
）
原
理
の
二
面
性
も
全
く
存
在
し
な
い
だ
ろ
う
。
…
…
無
底
は
、
〔
実

存
と
根
底
と
の
〕
区
別
を
廃
棄
す
る
ど
こ
ろ
か
、
区
別
を
定
立
（
ω
9
恩
）
し
、
確
証
（
げ
O
ω
蘇
臨
o
q
け
）
す
る
の
で
あ
る
」
（
指
示
以
外
の
強
調
筆
者
聞
゜
＜
H

＜
目

蔭
ミ
）
。

（
3
）
元
初
（
始
源
）
へ
の
無
底
の
「
自
己
分
割
」
（
ω
凶
魯
盆
凶
一
〇
ロ
）
。



「

無
底が
、
し
か
し
、
か
か
る
も
の
〔
実
存
と
根
底
の
双
方
の
本
質
〕
で
あ
り
う
る
の
は
、
無
底
が
、
二
つ
の
等
し
く
永
遠
な
る
元
初
（
N
箋
9
α
q
蚕
o
げ
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

Φ乱
o
q
o
諺
竃
ぎ
鴨
）
へ
と
分
岐
し
て
行
く
こ
と
に
よ
っ
て
で
あ
る
以
外
に
は
な
い
。
そ
う
は
言
っ
て
も
、
無
底
が
同
時
に
（
差
σ
q
互
畠
）
双
方
で
あ
る
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

で
はな
く
し
て
、
無
底
が
そ
の
各
々
の
う
ち
に
平
等
に
（
圃
菖
巴
⑦
ヨ
α
q
憲
o
冨
ヨ
o
冨
①
）
存
在
す
る
、
従
っ
て
、
そ
の
各
々
の
う
ち
で
全
体
（
貯
砧
＆
¢
ヨ

α器
O
碧
N
o
）
で
あ
る
。
或
は
、
一
つ
の
独
自
な
本
質
（
o
営
9
曽
①
ω
薯
o
ω
Φ
口
）
で
あ
る
。
…
…
〔
こ
の
自
己
分
割
は
〕
ひ
と
え
に
、
そ
れ
が
無
底
で
あ
る

限り
そ
の
う
ち
に
同
時
に
あ
る
こ
と
も
一
で
あ
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
双
方
が
、
愛
に
よ
っ
て
一
と
な
る
（
o
ぎ
ω
≦
o
a
窪
）
た
め
で
あ
る
。
即
ち
、

無
底
が自
己
を
分
つ
の
は
、
生
命
と
愛
が
、
人
格
的
実
存
が
存
在
す
る
た
め
な
の
で
あ
る
」
（
強
調
原
文
，
＜
昌
幽
O
。
。
）
。

（4
）
愛
と
自
由
と
し
て
の
無
底
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

（
a
）
「愛
の
秘
義
（
伍
器
O
Φ
ゴ
9
ヨ
巳
ω
◎
段
ζ
o
び
Φ
）
と
は
、
各
自
が
各
自
だ
け
で
も
存
在
し
得
た
で
あ
ろ
う
が
、
し
か
も
、
そ
う
は
存
在
し
な
い
で
、

他
者な
し
に
は
存
在
し
得
な
い
、
と
い
う
よ
う
な
も
の
を
、
愛
が
結
合
す
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
」
　
（
魯
ゆ
ω
δ
ω
9
9
0
＜
⑦
誉
凶
昌
α
①
倉
ロ
窪
自

回
巴
Φ
ω
h
欝
ω
凶
魯
器
置
閃
曾
昌
け
o
口
巳
ロ
o
魯
巳
o
耳
団
ω
戸
ロ
巳
昌
甘
暮
ω
o
ぎ
犀
目
ロ
o
げ
g
魯
ω
磐
血
霞
ρ
国
く
目
お
。
。
）
。

（b
）
「
（
終
局
の
分
開
に
致
る
ま
で
）
根
底
は
あ
く
ま
で
自
由
で
あ
り
言
葉
か
ら
独
立
し
て
い
る
」
（
鐸
す
ρ
）

　
　
　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
も
　
　
へ
　
　
も
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

（c
）
「
（
啓
示
の
終
局
に
於
い
て
）
精
神
は
、
双
方
（
根
底
と
実
存
と
）
の
絶
対
的
同
一
性
で
あ
る
。
し
か
し
、
精
神
の
上
に
は
元
初
的
（
開
始
的
）
な
無
底

ヘ
　
　
　
ミ
　
　
　
も

が有
る
（
警
o
搬
O
o
ヨ
Ω
o
圃
ω
け
尻
け
α
雪
目
h
ぎ
σ
q
ぎ
冨
q
ロ
㎎
昌
巳
）
、
そ
の
無
底
は
、
も
は
や
無
差
別
（
無
関
心
9
9
魯
o
q
艶
菖
鴨
Φ
淳
”
無
記
）
で
は
な

く
、
し
か
も
ま
た
、
両
原
理
の
同
一
性
で
も
な
い
。
し
か
ら
ず
し
て
、
一
切
に
対
し
て
平
等
な
る
、
し
か
も
何
も
の
に
よ
っ
て
も
捕
え
ら
れ
な
い
普
遍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
た
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ
　
　
　
へ
　
　
　
た

的統
一
（
島
o
巴
戯
o
ヨ
①
ぎ
ρ
ぴ
q
o
o
q
Φ
口
巴
言
ω
α
q
互
o
げ
o
ロ
ロ
山
山
o
o
げ
く
0
5
巳
o
窪
ω
窪
鵯
窪
o
ロ
⑦
田
酵
Φ
瞬
け
）
、
一
切
か
ら
自
由
な
し
か
も
一
切
を
貫
い
て
働

　
　
　

く
恵
み
（
α
櫛
ω
　
＜
O
H
F
9
＝
Φ
昌
P
　
h
同
O
同
O
β
】
P
臣
匹
O
O
げ
拶
＝
Φ
ω
　
幽
口
H
O
薯
μ
同
閃
Φ
口
α
O
d
く
O
げ
一
け
口
H
F
）
、
ご
言
に
し
て
い
え
ば
、
一
切
中
一
切
で
あ
る
愛
（
島
Φ
い
凶
①
ぴ
ρ

島
①
≧
一
。
ω
貯
≧
δ
ヨ
韓
）
に
他
な
ら
ぬ
」
（
強
調
筆
考
，
＜
目
き
。
。
）
。
〔
※
こ
れ
は
、
エ
ア
ラ
ン
ゲ
ン
講
義
で
は
、
「
一
切
を
貫
き
行
き
な
が
ら

無
であ
る
」
（
】
）
口
H
O
ザ
”
一
一
Φ
ω
　
O
口
H
O
げ
o
q
魯
①
昌
口
昌
α
口
帥
O
げ
け
ω
ω
Φ
同
昌
）
、
「
何
処
に
も
住
し
な
い
」
（
貯
三
〇
冥
ω
三
9
げ
Φ
昌
）
、
絶
対
主
体
の
「
永
遠
的
自
由
」

（自
凶
O
　
O
≦
陣
碧
　
男
H
⑦
一
げ
⑦
博
け
）
に
相
応
す
る
。
閑
卜
。
嵩
o
h
・
国
・
H
ρ
O
b
。
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

　以
上
が
、
無
底
の
概
要
で
あ
る
が
、
我
々
は
、
こ
れ
を
、
《
地
》
の
モ
チ
ー
フ
か
ら
、
可
能
な
限
り
包
括
的
に
理
解
し
解
釈
し
直
し
た

い
。

　
　　
シ
ェ
リ
ン
グ
『
自
由
論
』
再
考
⇔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
三



一〇
四

㈹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　さ
て
、
無
底
を
廻
る
様
々
の
本
質
規
定
i
（
1
）
根
底
以
前
の
《
ミ
①
器
口
》
、
　
（
％
）
絶
対
の
無
差
別
（
「
対
立
の
非
存
在
」
、
　
「
無
述
語

性
」
）
、
（
b
2
）
「
対
立
」
と
は
別
の
「
二
元
性
」
の
出
現
、
（
3
）
始
源
へ
の
自
己
分
割
、
（
4
）
精
神
を
超
え
た
愛
と
し
て
の
「
元
初
的
（
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
へ
お
　

始的
）
無
底
」
1
以
上
の
中
か
ら
、
先
ず
、
（
％
）
の
「
無
述
語
性
」
を
問
う
て
み
よ
う
。

　と
い
う
の
も
、
我
々
の
関
心
は
、
　
「
無
底
」
と
「
核
心
部
」
の
我
々
の
結
論
《
言
葉
が
自
由
の
可
能
性
で
あ
る
》
と
の
連
関
に
あ
る
の

であ
る
が
、
そ
の
前
に
、
「
述
語
」
を
廻
る
も
う
ひ
と
つ
の
問
題
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
「
序
論
」
に
於
い
て
、
「
意
欲
が
根
源
存
在
で
あ
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

と
云
わ
れ
折
り
に
、
「
意
欲
に
の
み
根
源
存
在
の
す
べ
て
の
述
語
、
即
ち
、
無
根
底
性
、
永
遠
、
時
間
か
ら
の
独
立
性
、
自
己
肯
定

（①9
巷
9
0
ω
μ
α
q
屏
o
博
け
》
②
国
鼠
α
q
匹
Φ
計
③
員
雷
臣
ぎ
α
q
凶
σ
q
冨
搾
く
8
α
興
N
Φ
淳
④
ω
Φ
守
ω
け
び
①
」
昌
§
σ
q
）
が
適
合
す
る
」
（
番
号
付
筆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

者
周
゜
＜
閏
ω
α
O
）
と
し
、
全
哲
学
は
「
こ
う
し
た
至
高
の
表
現
を
見
い
出
す
こ
と
」
（
騨
゜
ρ
゜
O
°
）
、
即
ち
、
述
語
を
探
す
こ
と
だ
と
云
わ
れ

て

いた
こ
と
で
あ
る
。
特
に
、
こ
の
最
初
の
述
語
「
無
根
底
性
」
　
（
Ω
崔
ロ
ロ
臼
o
ω
同
α
q
片
9
け
）
は
、
ま
さ
し
く
、
「
無
底
」
（
q
コ
鴨
口
昌
α
）
と
ど

の
よ
う
に
異
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
　

注目
す
べ
き
は
、
こ
の
「
無
ー
根
底
性
」
（
O
毎
巳
山
o
忽
讐
Φ
帥
け
）
は
、
存
在
の
述
語
（
他
の
②
③
④
も
す
べ
て
）
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
存
在

　
は
、
η
存
在
の
主
体
」
（
実
存
す
る
も
の
）
と
の
対
で
云
え
ば
、
ま
さ
し
く
根
底
に
他
な
ら
な
い
。
即
ち
、
存
在
は
、
そ
れ
自
身
、
根
底
的
な
る
も
の
と

　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
し
て
、
も
は
や
根
底
を
必
要
と
し
な
い
の
で
あ
り
、
根
底
そ
れ
自
身
は
、
根
底
な
き
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
《
讐
ロ
魯
p
粋
》
な
も
の
は
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
、

　

れ自
身
《
α
q
ま
巳
占
o
ω
》
で
あ
る
（
出
゜
さ
。
O
。
。
）
。
④
以
外
の
①
②
③
の
述
語
は
、
「
主
体
」
（
ω
β
9
⑦
簿
）
の
云
わ
ば
根
源
的
過
去
性
と
し
て
の
《
ω
口
9
①
？

　
　
　
　
　
ヒ
ユ
ぶ
ケ
イ
メ
ノ
ソ

　
葺
旨
く
導
窺
農
e
豊
》
の
古
い
響
き
を
含
ん
で
い
る
、
「
存
在
の
主
体
」
と
「
主
体
」
の
《
存
在
》
は
、
　
『
世
界
時
代
』
（
≦
ト
し
を
経
て
後
期
の
中
心

　

主
題
であ
る
。



ー
－
ー
ー
－
；
1
－
－
聖
ー
－
ー
　
　
　
　
　
そ
う
す
る
と
、
こ
の
「
無
ー
根
底
性
」
は
「
無
底
」
と
は
対
極
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
瞭
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ロ
ス
　
　
　
　
ヘ
　
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　あ
る
。
「
無
－
底
」
の
「
無
」
（
q
亭
）
は
、
根
底
そ
れ
自
身
に
於
け
る
《
δ
ω
》
（
無
し
）
で
は
な
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
　
　
　
て
、
何
か
も
っ
と
決
定
的
な
積
極
性
i
実
体
性
（
根
底
）
の
彼
岸
に
し
て
此
岸
（
以
前
）
1
に
他

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
咽
　
　
な
ら
な
い
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
こ
で
、
我
々
は
、
ひ
と
つ
の
工
夫
を
し
て
み
よ
う
。
根
底
（
O
H
口
巳
）
と
根
底
以
前
　
（
＜
o
同
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の

無底
（
d
ロ
噸
§
O
）
と
の
連
関
異
同
を
見
る
た
め
に
、
次
の
如
き
、
三
つ
の
図
を
挙
げ
て
み
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　う
。
〈
図
2
＞
は
、
実
は
、
た
だ
の
空
白
で
あ
る
か
ら
、
厳
密
に
は
「
図
」
と
は
云
え
な
い
が
、

　
　
　
　B
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　〉
　
　
　
か
の
「
根
底
以
前
」
を
表
わ
す
た
め
に
や
む
を
え
な
い
。
〈
図
2
＞
と
〈
図
3
＞
と
を
比
較
し
な

・
④
　
邸
が
灸
前
述
の
引
用
文
（
％
）
と
（
％
）
を
楚
し
て
み
究
特
に
く
図
・
V
か
ら
〈
図
・
〉
へ
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　何
が
起
っ
た
か
よ
く
見
て
戴
き
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
図
3
＞
に
於
い
て
、
C
の
円
に
よ
っ
て
、
本
来
空
白
の
空
間
は
、
A
と
B
に
分
断
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　円
の
内
（
A
）
と
外
（
B
）
を
、
実
存
と
根
底
（
場
所
）
に
相
応
す
る
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
。
し
か
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　後
の
根
底
）
と
の
区
別
で
あ
る
。
〔
本
文
（
％
）
の
（
β
）
の
「
二
元
性
」
と
「
対
立
」
と
の
差
異
参

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　照
。
因
に
C
と
A
と
の
区
別
は
、
h
o
『
日
国
と
B
p
け
興
冨
の
区
別
に
相
応
。
〕

　
　
シ
ェ

リ
ン
グ
『
自
由
論
』
再
考
⇔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
五



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
一
〇
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　し
か
し
、
更
に
よ
り
注
意
し
て
見
る
な
ら
ば
、
こ
こ
に
は
、
も
う
ひ
と
つ
の
区
別
な
ら
ざ
る
区
別
が
隠
れ
て
い
る
。
そ
れ
こ
そ
が
《
図

、
　
、
　
　
、
　
、
　
、
（
2
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、

と
地
》
の
区
別
に
他
な
ら
な
い
。
《
地
》
と
は
、
一
般
に
、
何
か
（
図
）
が
そ
れ
（
図
）
と
し
て
浮
か
び
上
っ
て
来
る
た
め
の
基
に
な
る
目
立

　
　
　
　
ヘ
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヴ
エ
じ
ダ
ほ
　
ノ
ジ
ホ

た
な
い
全
体
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
〈
図
3
V
に
於
い
て
、
《
地
》
は
、
単
に
A
で
も
B
で
も
な
く
ー
《
白
Φ
ユ
興
・
］
ぎ
9
》

（本文
％
の
β
）
i
又
、
更
に
A
と
B
と
の
合
計
で
も
な
く
、
A
と
B
と
に
通
底
し
な
が
ら
（
本
文
1
）
、
或
は
、
A
と
B
と
を
離
接

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
あ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

（
】）
同
ω
U
口
昌
犀
け
圃
0
5
）
的
に
含
み
な
が
ら
超
え
る
全
体
の
こ
と
（
内
・
外
を
超
え
た
全
体
）
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
カ

　さ
て
、
そ
こ
で
、
先
の
根
源
存
在
の
述
語
「
無
根
底
性
」
　
（
O
巨
ロ
幽
－
一
〇
ω
凶
σ
q
閑
o
剛
什
）
と
は
、
図
形
C
の
円
線
の
存
在
そ
れ
自
身
の
み
を
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

象
せ
ん
と
す
る
場
合
の
、
思
惟
の
「
眩
量
」
（
ω
O
】
p
妻
凶
昌
血
Φ
一
　
〇
臨
゜
　
H
ッ
゜
　
＜
H
【
　
ω
Q
◎
一
噂
　
㈱
b
o
さ
o
）
の
如
き
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
A
（
実
存
）
は
B

　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
ミ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ

（格底
）
な
し
に
は
不
可
能
で
あ
る
。
そ
し
て
、
A
と
B
と
の
区
別
は
C
に
よ
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
C
自
体
を
そ
れ
自
身
だ
け
と
し

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

て
、
即
ち
、
図
自
体
の
み
を
見
る
こ
と
は
絶
対
に
不
可
能
で
あ
る
。
事
実
、
自
覚
な
し
に
《
地
》
を
も
見
て
い
る
。
図
を
図
か
ら
の
み
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
グ
ル
ソ
ト
ゆ
ロ
ロ
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

よ
う
と
欲
す
る
時
の
図
自
体
の
存
在
は
、
ま
さ
し
く
《
讐
⊆
ロ
α
－
δ
ω
》
1
根
底
（
B
）
な
き
も
の
ー
と
な
る
だ
ろ
う
。
根
底
（
実
は
地
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
　
じ

な
し
の
図
は
な
い
。
見
え
る
筈
の
な
い
《
地
》
と
共
に
で
な
け
れ
ば
、
図
は
見
え
な
い
の
で
あ
る
。

　
　

逆
から
い
う
と
、
《
図
》
と
は
、
既
に
《
地
－
図
》
な
の
で
あ
る
。
即
ち
、
我
々
の
目
が
事
実
見
て
い
る
の
は
、
　
「
図
」
で
は
な
く
て
、
図
プ
ラ
ス

　
　
も
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

　

紙面
の
所
謂
ゲ
シ
ュ
タ
ル
ト
（
O
⑦
ω
＄
＃
）
の
全
視
野
な
の
で
あ
る
。
図
と
は
、
既
に
事
実
と
し
て
は
《
図
と
地
》
1
ま
さ
し
く
「
地
図
」
に
他
な
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ヤ

　
ず
、
地
と
図
と
の
区
別
は
あ
る
が
、
互
に
相
関
的
で
あ
っ
て
、
決
し
て
分
離
さ
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
《
図
》
”
《
地
図
》
非
《
地
》
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
　
　
へ

　
　
そ
れ
故
に
、
地
を
忘
れ
て
文
字
通
り
「
図
に
の
っ
て
」
1
図
自
体
の
知
覚
を
主
張
す
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
あ
る
が
ま
ま
の
知
覚
や
発
見
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

　
な
く
、
我
々
の
人
間
悟
性
に
不
可
避
の
、
即
ち
、
根
源
的
に
《
図
々
し
い
》
、
ひ
と
つ
の
「
創
造
行
為
」
（
ま
さ
し
域
分
別
）
で
あ
ろ
う
。
　
〔
神
話
論
の

　
　
　
マ
ロ
ヤ
コ
　
　
　
　
　
ア
パ
テ
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
も
　
も
　
も
　
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
を
　
も
　
も
　
ヘ
　
へ

　
竃
且
p
や
．
鼠
鵠
黙
選
参
照
。
酋
H
H
お
映
〕
地
を
忘
れ
た
図
の
我
性
、
《
図
》
と
《
我
》
（
自
己
）
の
等
根
源
性
は
注
目
に
価
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
　
　
　
も
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
以

上
の

地と
図
と
の
区
別
な
ら
ざ
る
区
別
、
非
二
元
的
差
異
か
ら
、
（
a
2
）
（
％
）
の
本
文
を
再
読
吟
味
す
る
な
ら
ば
、
か
の
「
無
述
語
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性
L
（
℃
H
似
α
凶
貯
9
什
8
一
〇
ω
凶
α
q
犀
Φ
罰
け
）
と
い
う
「
述
語
」
（
℃
感
山
貯
9
。
叶
く
娼
冨
Φ
・
臼
o
o
）
は
、
全
く
新
た
な
決
定
的
積
極
性
を
帯
び
て
い
る
の
で
は
な

かろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
地な
し
に
図
は
無
い
。
な
ぜ
な
ら
、
図
は
既
に
《
地
・
図
》
で
あ
る
か
ら
。
で
は
、
図
な
し
の
地
は
有
る
の
か
？
　
地
自
身
（
り
・
）
、
地

そ
の
の
も
の
は
、
ま
さ
し
く
有
無
を
超
え
て
言
詮
不
及
。
述
語
な
し
（
図
2
参
照
）
。
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だが
、
こ
こ
に
不
思
議
な
転
換
が
同
時
に
生
起
す
る
。
地
は
有
無
（
存
在
）
に
関
し
て
自
由
な
の
で
あ
る
。
《
地
》
と
は
、
本
質
的
に
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ヘ
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も
　
　
　
へ

《図
な
し
》
1
《
自
己
な
き
も
の
》
に
他
な
ら
な
い
。
地
は
決
し
て
《
図
に
の
る
》
こ
と
は
で
き
な
い
。
図
に
連
な
る
も
の
が
少
し
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
も

も
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
　
（
「
対
立
の
非
存
在
」
％
参
照
）
。
だ
が
、
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
。
《
地
》
は
、
自
身
を
必
要
と
せ
ず
1
徹
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底
的
に
「
図
」
の
た
め
に
の
み
存
在
す
る
〔
本
文
（
3
）
と
（
4
）
参
照
〕
。
図
を
図
と
し
て
目
立
た
せ
な
が
ら
、
自
己
自
身
を
隠
す
こ
と
ー

　
　
　
　
じ
　
　
　
　
　
へ
　
も

こ
れ
が
《
地
》
の
本
質
で
あ
る
。
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　こ
の
図
と
地
の
関
係
は
、
ま
さ
し
く
、
言
葉
と
沈
黙
と
の
関
係
に
驚
く
ほ
ど
深
く
相
応
す
る
と
思
わ
れ
る
。
沈
黙
は
言
葉
の
欠
如
で
は

　
　
　
　
　
　
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

な
く
、
言
葉
の
地
に
他
な
ら
な
い
。
こ
の
地
（
沈
黙
の
充
温
）
が
な
け
れ
ぱ
、
言
葉
は
深
さ
を
喪
失
す
る
で
あ
ろ
う
（
鼠
゜
国
o
母
α
）
。
我
々

は
、
言
葉
だ
け
の
世
界
（
地
な
し
の
図
の
み
の
世
界
）
を
想
像
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
が
、
し
か
し
、
「
沈
黙
だ
け
が
存
在
し
て
い
る
世
界
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

（勺
凶
O
帥
H
血
゜
　
国
゜
9
°
O
°
　
ω
゜
　
H
H
）
1
云
わ
ば
歴
史
以
前
の
元
初
的
世
界
は
、
充
分
に
想
像
し
う
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
沈
黙
の
存
在
－
余

　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
へ
　
　
　
は
る
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
へ

り
に
も
我
々
自
身
に
近
く
且
遥
か
な
存
在
（
一
切
の
図
な
し
の
地
の
存
在
）
1
地
（
沈
黙
）
は
無
で
な
い
ー
こ
れ
は
驚
く
べ
き
こ
と
で
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は
な
い
か
。
沈
黙
自
身
に
は
、
如
何
な
る
「
述
語
」
も
な
い
が
、
こ
の
「
無
述
語
性
」
は
、
一
瞬
に
し
て
、
一
切
の
言
葉
の
根
源
的
開
始

ヘ
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性

（
諺
口
団
餌
昌
σ
q
嵩
O
犀
犀
Φ
詳
）
へ
と
転
ぜ
ら
れ
う
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
既
述
の
如
く
、
人
間
的
自
由
の
可
能
性
は
言
葉
で
あ
っ
た
が
、
こ
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の

言葉
に
は
、
更
に
無
底
的
な
沈
黙
の
地
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ρ
言
葉
の
根
底
が
沈
黙
な
の
で
は
な
い
、
言
葉
の
無
底
（
地
）
が
沈
黙
な

　
　　
シ
ェ
リ
ソ
グ
『
自
由
論
』
再
考
⇔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
七
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の

であ
る
。
言
葉
の
底
が
脱
け
て
こ
そ
、
言
葉
は
自
由
と
な
る
こ
と
が
で
き
、
沈
黙
は
開
放
性
と
現
前
性
を
も
っ
て
、
言
葉
を
包
む
の
で
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あ
る
。
人
間
の
自
由
（
言
葉
）
1
沈
黙
に
対
す
る
言
葉
の
優
位
1
は
、
《
図
な
し
》
の
、
或
は
、
《
図
以
前
》
の
《
地
》
た
る
沈
黙
自

ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
へ
　
　
　
も

身
の
求
め
る
と
こ
ろ
に
他
な
ら
な
い
。
（
本
文
の
3
参
照
。
）
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　図
以
前
の
地
、
言
葉
以
前
の
沈
黙
、
そ
し
て
、
根
底
以
前
の
「
元
初
的
（
餌
慧
9
、
昌
σ
q
膏
げ
）
な
無
底
」
爲
゜
＜
目
合
。
。
）
の
、
こ
の
《
以
前
》
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性
－
自
己
な
き
、
《
自
己
以
前
》
（
＜
O
H
ω
博
o
げ
）
1
に
は
、
不
思
議
な
開
始
性
（
諺
づ
融
コ
α
q
浮
げ
閃
Φ
凶
け
メ
即
ち
「
愛
」
の
根
源
的
開
始
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ペ
ル
ソ
ノ
ロ

が
貫き
1
響
い
て
い
る
（
O
O
『
1
ω
O
コ
O
〈
唱
Φ
『
1
ω
O
口
四
）
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
　
（
本
文
③
及
び
④
参
照
。
）
少
く
と
も
「
声
」
（
言
葉
）
に
於

　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

いて
愛
と
は
常
に
開
始
性
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
お
そ
ら
く
、
　
「
愛
の
な
か
に
は
言
葉
よ
り
多
く
の
沈
黙
が
存
在
す
る
」
（
営
創
興
ζ
o
げ
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
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ヘ
　
　
へ

凶の
け
目
o
年
ω
o
げ
≦
臥
α
q
o
昌
巴
ω
ぎ
『
蛭
国
o
母
α
ω
』
。
。
）
か
ら
で
も
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
沈
黙
は
、
い
か
な
る
瞬
間
に
も
言
葉
が
は
じ
ま
り

も
　
　
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

う
る
よ
う
に
、
か
の
《
以
前
》
を
純
粋
に
保
つ
か
ら
で
あ
ろ
う
。
（
冒
冨
α
o
旨
諺
⊆
σ
q
o
昌
三
甘
評
閃
9
ロ
昌
α
o
『
］
≦
o
ロ
ω
o
げ
α
自
o
げ
畠
ω

ω
o
げ
≦
Φ
凶
σ
q
Φ
昌
げ
①
弓
d
冨
昌
融
昌
σ
q
ま
げ
Φ
目
ω
Φ
同
戸
∪
器
d
昌
冨
8
ヨ
Φ
口
α
Φ
ω
ω
o
薯
皿
σ
q
Φ
ロ
ω
゜
P
四
b
°
ω
゜
ド
O
参
照
。
）
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ヘ
　
　
　
へ

　
最後
に
、
地
（
沈
黙
）
の
隠
れ
な
が
ら
の
現
前
に
注
目
し
よ
う
。
　
《
図
》
1
1
《
地
・
図
》
叶
《
地
》
。
　
こ
の
後
半
（
恭
）
が
隠
れ
、
前
半

（ー
ー
）
が
現
前
で
あ
る
。
即
ち
、
地
は
図
を
図
と
し
て
浮
か
び
上
ら
せ
な
が
ら
、
A
と
B
と
に
「
平
等
に
」
し
か
も
「
各
々
の
う
ち
で
全
体
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

（本
文⑧
）
と
し
て
現
前
し
な
が
ら
、
し
か
も
己
れ
自
身
は
目
立
つ
こ
と
な
く
隠
れ
て
い
る
。
そ
の
隠
れ
は
、
し
か
し
、
図
（
表
）
に
於
い
て

　
　
　
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

であ
り
、
背
後
（
裏
）
な
し
で
あ
る
。
　
《
地
》
ー
隠
れ
だ
る
顕
現
（
野
§
遷
軌
§
”
ω
Φ
冨
口
冨
ω
ω
Φ
コ
）
、
そ
し
て
、
隠
れ
な
き
自
己
志
却

へ性
（
言
葉
の
指
示
性
の
根
源
）
、
こ
れ
は
、
少
な
か
ら
ず
、
「
無
底
」
に
も
相
応
す
る
と
思
わ
れ
る
。
無
底
（
q
亭
艘
5
巳
）
と
深
淵
（
跨
び
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

α
q籍
口
α
）
と
の
相
異
も
、
一
部
は
、
こ
こ
に
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
即
ち
、
無
底
は
、
《
無
底
》
と
し
て
隠
れ
、
《
無
底
》
と
し
て

ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
へ
　
　
　
も

拡
り
温
れ
る
。
底
な
き
無
底
は
、
す
べ
て
を
呑
み
込
む
深
淵
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
、
　
一
切
の
も
の
の
表
へ
、
自
己
な
き
も
の
と
し
て



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

ー
「
愛
」
と
し
て
i
現
前
（
顕
現
）
す
る
の
で
あ
る
。
　
「
元
初
的
無
底
」
の
コ
切
を
貫
き
な
が
ら
、
何
処
に
も
止
ま
ら
な
い
L
根
源

も
　
　
へ
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ミ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

的
自
由
1
そ
の
無
住
性
と
遍
在
性
は
、
以
上
の
《
地
》
の
モ
チ
ー
フ
と
か
な
り
重
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の

ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
カ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
へ

自
由
の
本
質
を
愛
と
み
る
こ
と
に
、
シ
ェ
リ
ソ
グ
の
思
惟
の
大
胆
な
根
源
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
即
ち
、
　
「
無
底
」
と
は
、
自
由
の
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
こ
ろ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　

所と
し
て
、
驚
く
べ
き
こ
と
に
、
精
神
を
超
え
た
、
我
々
人
間
の
「
霊
魂
」
（
ω
Φ
9
①
）
で
も
あ
る
の
で
あ
る
。
我
々
人
間
は
、
「
こ
こ
ろ
を

　
　
　
　
　
ミ
ツ
ト
コ
ゼ
ロ
レ

こ
め
て
」
（
目
p
圃
叶
ω
O
O
一
Φ
ω
゜
＜
H
H
駆
O
㊤
）
、
「
宇
宙
全
体
を
愛
の
偉
大
な
作
品
へ
と
融
か
す
こ
と
」
（
p
p
う
心
誤
）
へ
の
途
上
に
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
セ

かく
し
て
、
自
己
（
自
由
）
が
す
べ
て
で
あ
る
の
で
は
な
く
て
、
す
べ
て
が
自
己
（
自
由
）
で
あ
る
よ
う
な
世
界
を
、
シ
ェ
リ
ン
グ
は
、
我
々

に

示し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。雪

附
　
記
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
　
竃
゜
国
o
置
Φ
o
q
o
q
Φ
「
”
ω
o
げ
Φ
一
一
凶
昌
α
q
ω
渉
げ
疑
5
巳
琶
け
q
d
げ
窪
岱
周
ω
零
Φ
－

　
テ
ク
ス
ト
の
引
用
及
び
略
記
に
つ
い
て
。
シ
ェ
リ
ン
グ
の
息
子
に
よ
る
　
　
　
　
　
器
昌
傷
興
日
の
拐
昌
躍
9
Φ
昌
局
器
圃
げ
o
詳
ρ
O
。
。
⑰
）
°
竃
奨
累
δ
ヨ
串
－

全
集
版
から
の
引
用
は
全
集
の
巻
（
ロ
ー
マ
数
字
）
頁
数
で
示
し
た
。
特
に
　
　
　
　
　
霧
く
臼
冨
o
q
↓
口
三
昌
o
q
①
ロ
H
O
謡
゜

『自
由
論
』
か
ら
の
引
用
に
は
F
を
、
ハ
イ
デ
ヅ
ガ
ー
の
講
義
か
ら
に
は
　
　
　
≦
b
U
同
o
薯
簿
巴
汁
霞
周
鑓
o
q
日
⑦
ロ
沖
¢
°
ぎ
α
魯
q
跨
p
ω
ω
ロ
ロ
α
q
魯
く
°

Hを、
　
『
シ
ュ
ト
ッ
ト
ガ
ル
ト
私
講
』
か
ら
に
は
S
の
頭
文
字
を
付
加
し
　
　
　
　
　
H
°
。
H
H
⊆
°
μ
゜
。
μ
。
。
胃
゜
励
α
Q
°
＜
°
竃
゜
ω
o
訂
0
3
け
段
H
逡
O
°

て

お

いた
。
　
『
自
由
論
』
の
段
落
は
§
と
番
号
で
示
し
た
。
又
、
シ
ェ
リ
　
　
　
国
　
H
巳
菖
p
娼
ぼ
ざ
ω
o
℃
ぼ
器
昌
圃
く
o
冨
餌
ρ
図
簿
5
α
q
窪
く
〇
二
Φ
ω
琶
α
q
≦
ω

ソ

グ

の

全集
版
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
遣
稿
及
び
諸
講
義
を
含
む
以
下
の
　
　
　
　
　
H
。
。
b
。
O
＼
b
。
嵩
誘
σ
q
°
く
゜
国
゜
国
巳
罠
ヨ
m
5
9
お
O
O
・

テ
ク
ス
ト
を
も
併
用
し
た
。
先
ず
略
記
、
次
に
テ
キ
ス
ト
名
を
記
す
。
　
　
　
　
　
］
≦
　
O
昌
5
臼
o
m
§
α
q
ロ
霞
唱
o
ω
μ
け
写
Φ
口
℃
ぼ
ざ
の
8
匡
ρ
　
］
≦
自
o
げ
昌
窪

　
司　
℃
ぼ
ざ
ω
0
9
μ
ω
o
冨
q
三
9
°
。
口
9
§
鴨
昌
口
げ
霞
9
ω
零
⑦
ω
①
昌
山
Φ
H
　
　
　
　
　
＜
〇
二
①
ω
ロ
昌
α
q
①
昌
≦
ω
H
。
。
g
。
さ
。
＼
◎
。
◎
。
F
ω
ω
H
。
。
。
。
Q
。
げ
誘
α
q
α
q
°
口
゜
ぎ
営
－

　　
　
営
①
器
〇
三
凶
o
げ
o
昌
国
器
畔
Φ
津
（
H
o
。
8
）
＜
目
ω
Q
o
H
ム
δ
゜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
B
o
ロ
菖
o
誹
く
゜
国
゜
周
β
げ
同
目
畳
ω
H
O
刈
b
。
°

　
o
o
　
ω
9
簿
o
q
胃
け
蔑
℃
ユ
く
9
く
9
け
く
〇
二
①
ω
ロ
昌
σ
q
⑦
只
δ
μ
O
）
＜
固
H
膳
嵩
ム
o
。
ト
　
　
　
　
ト
　
］
）
器
諺
げ
ω
9
暮
Φ
口
゜
a
o
≦
蹄
冠
凶
o
げ
腎
①
津
ぎ
ω
o
げ
色
嵩
コ
σ
q
ω
団
げ
苧

シ
ェ

リ
ソ
グ
『
自
由
論
』
再
考
⇔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
唱
〇
九



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ギ
ほ

　
　
ざ
ω
O
唱
窪
ρ
ζ
詳
血
興
国
厨
け
Φ
幽
凶
菖
O
ロ
Φ
ぎ
霞
国
き
α
ω
o
耳
賦
け
鋤
口
ω
　
　
（
6
）
　
こ
こ
に
は
、
憧
憬
を
端
緒
に
し
て
、
創
造
の
《
言
p
α
q
冨
》

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ほ
ヤ
ロ

　
　

匹
o日
b
d
Φ
ユ
貯
Φ
「
ω
o
ゴ
o
目
け
ロ
O
q
－
ζ
国
o
ぼ
ロ
じ
Q
°
U
δ
ω
Φ
H
鼠
口
O
ロ
タ
切
゜
　
　
　
《
】
≦
且
効
》
（
＜
昌
置
P
H
q
O
°
o
h
図
N
①
㎝
竃
゜
o
。
H
b
o
）
等
の
サ
ソ
ス
ク
リ

　
　
目
o
Φ
碁
H
O
零
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ッ
ト
の
語
根
《
ヨ
卑
》
に
由
来
す
る
一
連
の
モ
チ
i
7
、
即
ち
非
二
元

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　性
か
ら
二
元
性
へ
の
転
換
モ
チ
ー
フ
が
み
ら
れ
る
。
　
《
巨
曾
o
q
急
巳
∵

〔註
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
博
9
》
も
「
底
知
れ
る
」
「
測
り
知
れ
ぬ
」
で
「
測
定
」
（
ヨ
①
ω
ω
Φ
昌
）
も
、

（1
）
　
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
は
、
講
義
の
「
付
録
」
に
於
い
て
、
こ
の
区
別
の
　
　
　
こ
れ
に
加
わ
る
か
も
し
れ
な
い
。

根を
、
存
在
の
本
質
規
定
（
根
源
存
在
”
意
欲
）
に
求
め
、
前
論
文
の
　
　
（
7
）
　
『
答
弁
』
に
於
い
て
、
エ
ッ
シ
ェ
ソ
マ
イ
ア
ー
が
「
非
合
理
な
る

　
（
注
3
5
）
の
存
在
の
述
語
を
検
討
し
て
い
る
（
国
．
b
。
8
開
）
。
我
々
は
、
後
　
　
　
も
の
」
を
、
精
神
に
直
接
的
に
現
前
す
る
も
の
（
自
由
や
愛
）
き
　
即
ち

　
で
「
無
根
底
性
」
と
「
無
底
」
を
つ
き
あ
わ
せ
て
み
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
局
さ
」
に
求
め
た
の
と
対
瞭
的
に
、
シ
ェ
リ
ン
グ
は
、
　
「
深
さ
」
に
、

（2
）
　
こ
れ
は
、
　
《
魯
ω
口
8
0
ω
ω
9
。
嵩
ロ
ヨ
》
や
《
旨
く
o
a
魯
巴
甘
げ
Φ
ω
　
　
　
即
ち
精
神
と
対
立
す
る
「
存
在
」
（
或
は
プ
ラ
ト
ソ
の
「
非
存
在
」
）
に

　
ω
o
旨
》
と
し
て
シ
ェ
リ
ン
グ
後
期
の
中
心
主
題
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
　
　
　
求
め
る
こ
と
は
興
味
深
い
。
（
＜
昌
同
H
O
Q
。
）
。

　
は
実
存
と
根
底
と
の
区
別
そ
れ
自
身
の
根
に
関
わ
る
問
題
で
あ
る
。
　
　
　
　
（
8
）
　
実
は
、
既
に
§
1
3
に
於
い
て
、
根
底
と
実
存
と
の
区
別
は
「
重

　
（
o
い
×
H
心
O
b
。
り
母
。
。
）
拙
論
『
有
と
世
界
』
，
曲
参
照
。
　
　
　
　
　
　
　
力
と
光
と
の
関
係
」
に
「
類
比
的
」
だ
と
し
て
、
次
の
如
く
云
わ
れ
て

（3
）
　
零
句
・
O
淳
o
”
↓
ず
o
o
喜
9
巳
9
ψ
器
h
ω
・
㎝
①
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
た
。
「
重
力
は
光
の
永
遠
に
暗
い
根
底
と
し
て
、
光
に
先
行
す
る
が
、

（4
）
　
o
排
国
゜
置
。
。
噂
「
神
が
顕
わ
と
な
る
た
め
に
は
、
人
間
が
存
在
せ
ね
　
　
　
こ
の
根
底
そ
の
も
の
は
顕
勢
的
に
存
在
す
る
の
で
は
な
い
。
そ
し
て
、

　
ばな
ら
な
い
。
人
間
な
し
の
神
と
は
何
か
。
絶
対
的
退
屈
の
絶
対
的
形
　
　
　
こ
の
重
力
は
、
光
（
実
存
す
る
も
の
）
が
立
ち
現
わ
れ
る
と
夜
の
う
ち
へ

　式
。
神
な
し
の
人
間
と
は
何
か
。
純
粋
な
狂
気
…
…
。
実
存
す
る
神
の
　
　
　
逃
げ
去
る
。
光
さ
え
も
、
重
力
が
そ
の
も
と
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
い

　
啓
示
の

可能
性
の
条
件
は
、
善
と
悪
へ
の
能
力
の
条
件
で
あ
り
、
人
間
　
　
　
る
封
印
（
。
・
冨
鴨
一
）
を
完
全
に
解
き
ほ
ぐ
し
は
し
な
い
の
で
あ
る
」
（
団
゜

　
がそ
の
中
で
か
つ
そ
れ
と
し
て
現
成
す
る
自
由
の
条
件
で
あ
る
L
。
　
　
　
　
　
＜
昌
。
。
㎝
。
。
）
。

（5
）
　
創
造
の
「
主
要
目
的
」
は
「
人
間
」
に
あ
る
、
創
造
の
頂
上
に
し
　
　
（
9
）
（
1
0
）
　
次
の
一
連
の
有
名
な
文
参
照
。
「
す
べ
て
の
誕
生
は
、
暗
黒
よ

　
て

安ら
う
点
（
＜
H
H
剃
Q
◎
㎝
゜
　
O
h
°
）
。
国
゜
冒
呂
霞
ω
”
固
Φ
貯
Φ
ω
o
ず
巳
①
匹
窃
　
　
　
り
光
へ
の
誕
生
で
あ
り
し
、
「
先
行
す
る
暗
黒
な
し
に
は
、
被
造
物
の
実

　
b
ぼ
ざ
。
，
8
窪
。
。
o
プ
窪
U
①
昆
o
昌
ω
・
9
昭
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
在
性
は
存
在
し
な
い
。
（
中
略
）
光
を
求
め
る
よ
う
人
間
を
駆
り
た
て
う



　る
も
の
と
し
て
は
、
人
間
が
そ
こ
か
ら
高
め
ら
れ
て
現
存
す
る
に
至
っ
　
　
　
ー
存
在
（
H
口
9
〔
Ψ
◎
け
け
ー
ω
①
凶
H
F
）
に
よ
っ
て
、
自
由
の
能
力
を
も
つ
も
の
な
の

　
　
　
　
　
　
　
へ
　
も
　
ヘ
　
ヘ
　
　
へ

　た
か
の
夜
、
あ
の
深
い
夜
の
意
識
に
し
く
も
の
は
何
も
な
い
で
あ
ろ
う
」
　
　
　
で
あ
る
。
ひ
と
り
人
間
の
み
が
中
心
存
在
者
（
N
①
昌
け
「
ρ
一
く
『
①
ω
Φ
】
P
）
で
あ

　
（
国
゜
＜
目
。
。
8
）
。
こ
の
夜
は
、
現
在
の
脚
下
に
開
け
る
永
遠
の
過
去
、
　
　
　
り
、
…
…
人
間
の
う
ち
で
こ
そ
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
創
造
さ
れ
た
の
で
あ

　
　
　
へ
　
　
も
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ

　
過
去
性
の深
淵
で
あ
る
（
o
い
堵
鋭
く
臼
N
O
ρ
卜
。
O
O
h
）
。
そ
れ
は
、
　
　
　
　
る
」
（
男
゜
＜
目
障
H
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　我
々
が
現
に
目
撃
し
う
る
現
在
の
世
界
の
根
底
を
な
す
「
元
初
的
な
　
　
（
1
5
）
　
こ
こ
に
は
、
「
自
由
の
体
系
」
を
企
投
し
な
が
ら
、
シ
ェ
リ
ソ
グ

　無
規
則
な
る
も
の
」
　
（
⑦
貯
お
。
慧
ぎ
o
q
琴
げ
国
Φ
α
q
巴
o
ω
Φ
ω
）
で
あ
り
、
　
　
　
　
自
身
も
自
覚
せ
ざ
る
体
系
企
投
の
「
挫
折
」
（
ω
o
冨
詠
o
ヨ
国
゜
お
。
。
h
）

　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
ミ
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
セ

　
「
実
在
性
の
不
可
解
な
る
基
底
、
決
し
て
割
り
切
れ
ぬ
残
余
（
畠
Φ
同
巳
Φ
　
　
　
の
影
が
微
に
反
映
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
序
論
で
見
た

　
働
民
o
q
Φ
冨
民
o
国
Φ
ω
け
）
、
　
最
大
の
努
力
に
よ
っ
て
も
悟
性
へ
と
解
消
さ
　
　
　
如
く
、
体
系
の
中
心
、
或
は
体
系
の
場
所
は
、
あ
く
ま
で
も
「
神
」
で

　
れう
る
こ
と
が
で
き
ず
に
永
遠
に
根
底
に
残
る
と
こ
ろ
の
も
の
」
　
（
男
　
　
　
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
シ
ェ
リ
ン
グ
は
二
度
、
次
の

　
く
H
H
ω
8
）
な
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
如
き
重
大
な
言
葉
を
述
べ
て
い
る
。
即
ち
、
　
「
神
的
悟
性
の
内
に
体
系

（1
1
）
o
排
声
国
自
腎
ヨ
p
昌
ω
ω
・
崩
。
。
h
「
決
開
」
の
意
味
に
つ
い
て
は
拙
　
　
　
が
有
る
が
、
し
か
し
、
神
自
身
は
如
何
な
る
体
系
で
も
な
く
て
、
ひ
と

　
論
『

世
界
経験
』
参
照
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
の
生
命
で
あ
る
」
（
周
゜
＜
目
お
O
）
。
又
「
神
は
ひ
と
つ
の
生
命
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
も

（1
2
）
　
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
は
「
生
け
る
も
の
一
般
の
動
性
」
と
し
て
、
螺
旋
　
　
　
っ
て
、
単
に
存
在
な
の
で
は
な
い
」
（
周
゜
＜
目
偶
O
Q
。
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

状
に
重
な
り
流
れ
る
奇
妙
な
線
を
図
示
し
な
が
ら
、
次
の
如
く
云
う
。
　
　
　
　
こ
の
「
生
命
」
は
、
観
念
論
的
な
絶
対
知
と
し
て
の
神
に
対
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も
　
　
も

　
「

創り
創
ら
れ
る
自
然
の
動
性
は
、
自
己
の
内
で
旋
回
す
る
、
そ
し
て
　
　
　
極
め
て
挑
戦
的
で
あ
る
が
、
し
か
し
体
系
を
「
神
的
」
と
は
い
え
「
悟

旋
回
し
な
が
ら
流
れ
超
え
出
る
、
流
れ
超
え
出
な
が
ら
個
別
化
す
る
、
　
　
　
性
」
の
内
に
の
み
可
能
と
み
る
限
り
、
か
の
根
底
（
憧
憬
）
1
悟
性
の

　
そ
し
て
個
別
化
し
な
が
ら
段
階
的
に
上
昇
す
る
生
命
衝
動
で
あ
る
」
　
　
　
　
対
臆
者
と
し
て
の
ー
そ
れ
自
身
は
、
体
系
の
外
な
る
も
の
と
し
て
、

　
（
国
゜
H
①
切
）
。
こ
の
動
性
に
つ
い
て
も
拙
論
『
世
界
経
験
』
の
「
ク
ロ
ノ
　
　
　
体
系
か
ら
排
除
さ
れ
て
し
ま
う
。
つ
ま
り
、
か
か
る
体
系
は
、
生
け
る

　
ス
」
参
照
。
（
基
督
数
学
研
究
第
2
号
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
の
の
全
体
を
包
み
得
な
い
故
に
、
も
は
や
体
系
で
は
な
い
こ
と
に
な

（1
3
）
　
こ
の
文
（
1
・
2
・
3
）
が
分
れ
ば
、
自
由
論
の
す
べ
て
が
つ
か
め
　
　
　
る
。
お
よ
そ
以
上
の
如
く
、
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
は
、
「
挫
折
」
を
見
る
（
田
・

　
る
と
ざ
え
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
は
云
う
。
（
剛
肖
゜
　
①
切
1
］
［
O
㊤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
H
O
劇
）
。
し
か
し
、
後
述
の
如
く
、
ま
さ
に
、
「
無
底
」
に
は
、
こ
の
「
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

（1
4
）
　
「
た
だ
人
間
の
み
が
神
の
う
ち
に
あ
り
、
ま
さ
し
く
こ
の
神
ー
内
　
　
　
命
」
（
日
神
）
1
体
系
や
存
在
以
上
の
ー
を
生
か
す
方
向
、
或
は
生

　
　　
シ
ェ
リ
ン
グ
『
自
由
論
』
再
考
⇔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
｝
一



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
一
＝
一

　き
る
道
が
な
い
か
ど
う
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
精
神
的
な
腐
敗
で
あ
る
」
ー
が
浸
透
し
て
お
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も

（1
6
）
　
文
（
2
）
か
ら
（
3
）
へ
の
急
転
直
下
、
最
高
（
図
1
の
ー
）
か
ら
最
深
　
　
　
あ
る
（
ω
．
＜
昌
ま
。
。
律
）
。
既
に
見
た
よ
う
に
「
人
間
的
精
神
の
最
も
深

　
　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
（
W
）
へ
の
転
語
に
、
シ
ェ
リ
ソ
グ
の
大
胆
な
思
惟
の
特
徴
の
み
な
ら
ず
、
　
　
　
い
本
質
は
狂
気
（
薯
巴
目
ω
言
昌
）
で
あ
る
」
と
か
「
悟
性
の
土
台
自
身
は

　
「

無底
」
の
問
題
の
難
し
さ
が
出
て
い
る
。
創
造
の
終
局
か
ら
元
初
へ
　
　
　
狂
気
で
あ
る
」
（
ω
゜
＜
昌
ミ
O
）
と
い
う
大
胆
極
ま
る
言
葉
は
、
し
か
し
、

　
の
急
転
と
も
解
さ
れ
る
が
、
と
に
か
く
《
最
高
》
と
《
以
前
》
と
の
不
　
　
　
他
方
で
は
、
こ
の
精
神
を
も
超
え
る
よ
り
高
く
よ
り
深
い
も
う
ひ
と
つ

　
　
も
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
た
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
へ

　
思
議な
対
応
が
こ
こ
で
の
決
定
的
主
題
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
次
元
な
る
ざ
る
次
元
、
即
ち
、
「
無
底
」
と
不
思
議
な
対
応
性
を
示
す

　
　
　
　
　
　
も
ヘ
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
こ
ろ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
こ

（1
7
）
　
こ
の
「
と
し
て
」
の
用
法
は
、
後
年
よ
く
出
て
く
る
「
無
と
し
て
」
　
　
　
「
霊
魂
」
（
ω
⑦
9
0
）
の
次
元
を
、
既
に
予
想
し
て
い
る
と
も
云
え
る
。
「
霊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
ヘ
へ
も
ヘ
　
ヘ
へ
ろ
ヘ
ヘ
へ
も
も

　
の
用
法
と
呼
応
す
る
。
即
ち
、
存
在
か
ら
も
自
由
な
、
「
存
在
の
主
体
」
　
　
　
魂
は
人
間
の
内
な
る
天
空
で
あ
る
」
（
ω
゜
＜
目
疇
H
　
図
1
の
a
に
当

　
に
関
し
て
、
そ
れ
は
「
自
体
的
且
自
己
以
前
的
」
（
㊤
昌
目
画
く
o
村
ω
圃
o
ゴ
）
　
　
　
る
）
。
　
「
霊
魂
の
本
質
は
愛
で
あ
る
」
（
ω
゜
＜
昌
ミ
。
。
）

　
に
は
、
「
無
で
は
な
い
が
無
と
し
て
」
（
巳
o
簿
三
〇
暮
ρ
口
。
び
曾
p
一
ω
づ
甲
　
　
（
1
9
）
　
こ
れ
は
後
に
『
世
界
時
代
』
の
主
題
と
な
る
。
　
「
神
的
愛
に
よ
る

o耳
ω
）
あ
る
と
云
わ
れ
る
場
合
（
）
（
　
H
O
O
題
゜
　
冒
゜
　
H
o
o
α
）
と
呼
応
す
る
。
　
　
　
神
的
エ
ゴ
イ
ズ
ム
の
超
克
（
q
げ
o
暑
ぎ
臣
§
』
が
創
造
で
あ
る
」
　
（
ω
゜

　
又
「
存
在
の
根
本
矛
盾
」
と
し
て
の
「
自
己
惹
起
」
に
於
い
て
も
同
様
　
　
　
く
H
H
お
㊤
）
。
神
的
我
性
の
如
き
「
思
惟
に
逆
う
原
理
な
し
に
は
、
世
界

　
の
《
無
と
し
て
》
が
云
わ
れ
る
。
（
区
H
O
b
。
℃
竃
゜
μ
゜
。
㊤
り
国
゜
刈
O
）
詳
細
は
　
　
　
は
無
の
中
へ
消
え
去
る
」
（
白
諺
゜
竃
”
＜
目
卜
。
。
。
ら
）
。
詳
細
は
拙
論
『
世

拙
論
『有
と
世
界
』
b
°
ミ
参
照
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
界
経
験
』
参
照
。

（1
8
）
暗
い
根
底
か
ら
高
め
ら
れ
精
神
と
結
合
し
た
原
理
こ
そ
が
「
我
性
」
　
　
（
2
0
）
　
こ
れ
は
、
　
『
神
話
の
哲
学
』
に
於
い
て
、
真
理
概
念
の
縮
図
と
し

（ω巴
げ
。
・
爵
0
3
国
σ
q
Φ
嘗
o
詳
噂
国
碧
謬
馨
）
で
あ
り
、
そ
の
限
り
「
我
性
は
　
　
　
て
の
「
世
界
法
則
」
の
こ
と
。
拙
論
『
神
話
と
世
界
』
　
（
基
督
教
学
研

両
原
理
から
自
由
で
あ
り
」
、
「
自
己
を
全
き
自
由
の
う
ち
に
見
る
意
志
」
、
　
　
究
第
4
号
即
H
零
）
参
照
。

　
即ち
「
我
意
」
（
田
α
q
o
毫
μ
目
o
）
で
あ
る
（
国
’
＜
目
。
。
忠
）
。
こ
の
「
我
意
　
　
（
2
1
）
　
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
は
、
　
「
無
底
」
と
い
う
言
葉
さ
え
一
切
口
に
し
な

　
の
高
揚
」
に
し
て
「
原
理
の
積
極
的
な
転
倒
又
は
逆
転
」
こ
そ
が
「
悪
」
°
　
　
い
が
、
た
だ
こ
の
「
絶
対
的
無
差
別
」
の
唯
一
の
述
語
が
「
無
述
語
性
」

な
の
で
あ
る
（
国
゜
　
＜
H
同
　
◎
Q
①
㎝
自
゜
）
。
悪
は
単
な
る
調
和
の
欠
如
や
否
定
　
　
　
で
あ
る
こ
と
に
対
し
て
、
次
の
如
く
言
う
。
根
底
と
実
存
の
統
一
と
し

　
で
は
な
く
「
積
極
的
不
調
和
」
で
あ
り
、
「
悪
の
秘
義
」
に
は
、
極
め
て
　
　
　
て
の
「
存
在
連
関
」
（
ω
Φ
貯
゜
・
h
口
o
q
o
）
が
孕
む
体
系
と
し
て
の
難
点
（
挫

　
へ
　
　
も
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も

深
い
精
神
性
ー
「
最
高
の
腐
敗
（
O
o
昌
口
冥
ご
昌
）
は
ま
さ
し
く
最
も
　
　
　
折
）
が
自
覚
さ
れ
ぬ
ま
ま
に
、
「
同
一
性
」
（
相
属
性
）
の
代
り
に
「
無
差



，

　
　
　
別性
」
“
「
無
述
語
性
」
が
語
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
翻
え
っ
て
見
れ
　
　
　
邦
訳
『
意
識
の
ス
ペ
ク
ト
ル
』
（
春
秋
社
）
「
二
元
論
ー
抑
圧
ー
投
影
」

　　
　
ば
、
次
の
こ
と
を
意
味
す
る
。
即
ち
、
　
「
絶
対
者
に
つ
い
て
存
在
が
真
　
　
　
と
い
う
「
マ
ー
ヤ
ー
の
三
重
の
プ
ロ
セ
ス
」
劉
H
。
。
‘
。
参
照
。

　
　　
に
言
わ
れ
得
な
い
な
ら
ば
、
そ
れ
は
、
｝
切
の
存
在
の
本
質
が
有
限
性
　
　
（
2
5
）
　
「
霊
魂
の
本
質
は
愛
で
あ
る
」
（
ω
゜
＜
目
ミ
。
。
）
と
い
う
こ
と
は
、

　
　　
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
、
有
限
な
実
存
者
の
み
が
、
存
在
そ
の
　
　
　
最
後
期
の
『
神
話
の
哲
学
』
に
於
い
て
は
、
神
と
の
「
根
源
的
関
係
」

　　
　
も
の
の
中
に
立
っ
て
、
存
在
者
と
し
て
の
真
な
る
も
の
を
経
験
す
る
特
　
　
　
（
麟
H
凸
c
。
中
）
と
い
わ
れ
る
。
即
ち
、
霊
魂
は
、
《
≦
け
O
o
簿
》
（
鼠
弓
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
権
と
痛
み
を
持
つ
と
い
う
こ
と
、
こ
の
こ
と
に
基
づ
く
の
で
あ
る
」
（
国
’
　
　
　
霧
H
ω
陸
）
で
は
な
い
が
、
《
≦
器
O
o
寓
帥
ω
け
》
「
神
で
あ
る
と
こ
ろ
の
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
へ

　　
　
H
O
窃
）
。
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
は
、
こ
れ
以
上
語
ら
ず
、
　
「
無
底
」
を
避
け
て
　
　
　
の
」
と
云
わ
れ
、
「
自
己
自
身
へ
の
帰
還
な
し
に
　
（
o
ゴ
o
園
熔
o
葵
o
腎

　
　
　
も
　
　
へ
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
カ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　　
　
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
固
鼠
ω
圃
o
げ
器
旨
ω
け
）
存
在
者
で
あ
る
こ
と
、
即
ち
、
自
己
で
あ
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　　
（
2
2
）
　
こ
れ
ら
の
述
語
の
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
吟
味
は
以
下
の
如
し
。
　
①
　
　
　
で
は
な
く
し
て
、
た
だ
存
在
者
で
あ
る
こ
と
」
　
（
巳
o
窪
　
ω
9
げ
雪
N
β

　
　
《
く
o
ロ
ω
凶
鼻
ゴ
o
吋
餌
暑
Φ
ω
o
ロ
山
口
び
¢
ω
慈
ロ
山
凶
o
q
》
、
②
《
巴
♂
旨
N
償
く
o
吋
　
　
　
器
剛
員
の
o
目
α
Φ
旨
ロ
ロ
「
山
四
ω
ω
o
鴇
o
口
山
Φ
讐
ω
9
ロ
ロ
゜
P
ρ
）
と
い
う
不

　
　
ー
ω
魯
o
昌
》
、
③
《
σ
q
匡
o
ゴ
N
o
達
o
q
鱒
＼
妻
o
巳
Φ
肝
ω
陣
昏
幽
ロ
ー
ω
凶
o
宰
ω
9
げ
ω
け
　
　
　
思
議
な
、
し
か
し
徹
底
的
な
無
我
性
（
ω
鉱
げ
ω
け
ざ
ω
団
o
q
冨
彗
が
語
ら
れ

　
　
げユ
昌
α
q
。
ロ
闘
器
ぎ
》
、
④
《
ω
凶
o
び
器
屋
ω
け
≦
o
幕
〒
ω
9
0
昌
阜
器
貯
窯
諺
》
　
　
　
て
い
る
。
こ
れ
は
、
我
々
が
論
究
し
た
《
地
》
の
モ
チ
ー
フ
と
か
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ミ

　
　
（
2
3
）
　
こ
の
地
と
図
の
区
別
は
、
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
所
謂
「
存
在
論
的
差
　
　
　
相
応
す
る
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

へ

，
　
異
」
（
急
o
o
暮
9
0
0
q
凶
ω
o
げ
o
U
漆
o
噌
o
自
）
1
「
ω
¢
ぎ
と
ω
曾
o
巳
o
ω
　
　
又
、
自
由
論
最
終
部
に
於
け
る
、
「
真
理
の
普
遍
的
場
」
（
O
諄
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
と
の
差
異
」
1
と
、
ち
よ
う
ど
存
在
者
同
士
の
存
在
的
差
異
が
図
と
　
　
又
「
根
源
的
知
慧
が
受
容
さ
れ
る
静
譲
な
場
所
」
（
＆
o
旨
匡
鴨
望
甲

　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ミ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
図
と
の
図
的
区
別
と
類
似
す
る
よ
う
に
、
或
る
程
度
重
な
る
と
こ
ろ
も
　
　
　
菖
o
周
゜
＜
昌
凸
㎝
）
と
し
て
の
「
理
性
」
は
、
翌
年
の
S
講
義
の
《
ω
o
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

　
　
あ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
《
地
》
に
は
、
更
に
微
妙
な
、
有
無
を
超
　
　
　
o
δ
》
の
論
究
と
明
ら
か
な
対
応
性
を
も
つ
と
思
わ
れ
る
。
自
由
論
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ミ
　
　
　
も
　
　
　
ミ

　
　
え
た
差
異
－
少
く
と
も
有
無
に
対
し
て
自
由
な
極
め
て
非
二
元
的
な
　
　
　
結
び
の
言
葉
は
、
　
「
真
理
の
揚
」
を
「
我
々
自
身
の
地
盤
」
　
（
切
o
α
o
P

　
　

差
異
が
含ま
れ
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
る
。
又
、
所
謂
ゲ
シ
ュ
タ
ル
ト
　
　
　
m
°
P
ρ
）
に
求
め
る
な
ら
ば
、
「
文
字
で
書
か
れ
た
い
か
な
る
啓
示
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
へ

　
　

理
論は
、
図
の
形
成
の
方
に
重
心
を
お
く
点
で
、
シ
ェ
リ
ソ
グ
の
「
無
　
　
　
も
古
い
啓
示
、
即
ち
、
自
然
」
に
、
我
々
は
出
会
う
筈
で
あ
る
、
　
「
宗

　
　底
」
と
方
向
を
逆
に
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
と
学
問
の
唯
一
の
真
な
る
体
系
」
は
（
櫛
゜
m
°
O
°
）
そ
こ
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も

　

（2
4
）
　
国
Φ
ロ
≦
ロ
げ
霧
”
↓
げ
Φ
ω
や
o
o
霞
ロ
ヨ
o
h
O
o
ロ
ω
9
0
ロ
ω
ロ
o
ω
（
お
謡
）
　
　
　
こ
の
自
然
も
、
最
古
の
啓
示
（
顕
わ
れ
）
で
あ
り
な
が
ら
、
例
え
ば
ヘ
ラ

　
　
　
　
シ
ェ

リ
ン
グ
『
自
由
論
』
再
考
⇔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
三



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
一
一
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

ク
レ
イ
ト
ス
の
断
片
《
慧
ミ
リ
竃
警
熱
亀
ミ
§
浮
鴨
》
（
切
山
卜
。
。
。
o
い
切
゜
　
　
　
と
重
ね
て
考
え
て
み
る
と
、
更
に
新
た
な
《
地
》
モ
チ
ー
フ
を
促
す
よ

齢
）
1
「
生
地
は
と
か
く
蔽
わ
れ
が
ち
だ
」
（
田
中
美
知
太
郎
訳
）
i
　
　
　
う
に
思
わ
れ
る
。


